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今月の人口�
平成19年1月1日現在（前月比）�

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と�
　異動事由の集計が一致しない月もあります。�

広報しんしろ・ほのか　　2007.2

金�夜�
さくら眼科�（上平井）�
☎22-4100

2

18 日�昼�

春日眼科� （杉山）�

☎24-3222
23 金�夜�

眼　科�

平日　午後7時～午後11時�
休日　午前9時30分～午後4時30分�

13 火�夜�

皮膚科�

　「眼科」、「整形外科」、
「皮膚科」の緊急医が専門
化しました。この3科で当該
日に、緊急の診療が必要に
なった方は、直接受診してく
ださい。�
　なお、左表の緊急医と下
表の休日診療所は、従来ど
おりです。�

整形外科�

平日　午後7時～午後11時�

広報しんしろ�

No.16
2

石川整形外科クリニック�（平井）�
☎24-6500

暮らしのカレンダー� 緊急医 午後7時～午後11時� 緊急医�2007 2 February

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館�

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター�

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター�

暮らしのカレンダー� 緊急医�
外来のみですので、受診を希望さ
れる方は、容態を事前に連絡してお
越しください。また、緊急医は都合
で変わることがあります。�

20 火�夜�

平日　午後7時～午後11時�

皮フ科新栄クリニック�（平井）�
☎24-6022

休日診療所�

医　科�

午前9時30分～午後4時30分�

歯　科�

午前9時～正午�

医科・歯科とも開設しています。�

　診療は医科・歯科ともに
外来のみです。利用される
ときは、必ず『健康保険証』
などをご持参ください。�

開 設 日 �

開設場所�

2月  4日（日）・11日（日）�
12日（祝）・18日（日）�
25日（日）

新城市矢部字上ノ川１番地８�
新城休日診療所�
☎23-3665

生活習慣病予防週間(～７日)�

省エネルギー月間�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�

節分�

愛知県知事選挙�

特別館内整理～１６日【文】（図）�

建国記念の日�

振替休日�

アイデア教室【は】�

所得税確定申告（～３月１５日）�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�

アイデア教室【は】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
体育室親子無料開放【青】(午後)
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今月の表紙�

内山医院� （平井）�

☎24-1212

西新町内科整形外科外科医院�（東新町）�
☎22-0372

茶臼山厚生病院�（富沢）�
☎22-2266

織田医院� （下吉田）�

☎34-0021

森下医院� （布里）�

☎36-0002

中村医院� （的場）�

☎22-2863

ほうらいクリニック�（大野）�
☎32-1026

村松内科� （東新町）�

☎22-0026

高木内科医院�（栄町）�
☎22-2861

宮本病院� （海老）�

☎35-0811

永田内科� （諏訪）�

☎23-3301

くまがい医院�（富永）�
☎23-6800

ちさと医院� （杉山）�

☎23-4321

静巌堂医院� （副川）�

☎35-0022

ながしのクリニック�（長篠）�
☎32-3223

荻野医院� （長篠）�

☎32-0020

星野病院� （大野）�

☎32-1515

緑が丘診療所�（緑が丘）�
☎24-4026

織田医院� （下吉田）�

☎34-0021

永田内科� （諏訪）�

☎23-3301

くまがい医院�（富永）�
☎23-6800

緑が丘診療所�（緑が丘）�
☎24-4026

あいきょうクリニック�（大野田）�
☎24-1777

今泉病院� （栄町）�

☎22-1150

あいきょうクリニック�（大野田）�
☎24-1777

今泉医院� （玖老勢）�

☎35-1003

おさだファミリークリニック�（本町）�
☎23-7772

しんしろフィットクリニック�（川路）�
☎23-8531

　１月３日（水）、鳳来寺本堂前の田楽
堂で、｢鳳来寺田楽｣が行われました。�
　鳳来寺田楽は、七郷一色地区の黒
沢田楽、設楽町の田峯田楽と合わせ、
国指定重要無形民俗文化財に指定さ
れています。�
　この日は、鳳来寺小学校から２人の
児童と、地元の中・高校生たちも参加し、
神天子の舞や惣田楽など２４番の演目
が行われました。雪の降った昨年と違い、
今年は暖かかったこともあり、約３００人
の見学者が初詣と合わせ、鳳来寺田
楽を楽しみました。�

五穀豊穣を願う｢舞｣�
でん�

どう�

がく�

し� じ� そう�てん�

ご�こく�ほう�じょう�

総人口…52,294人�

男………25,659人�

女………26,635人�

世帯数…16,273世帯�

出生……15人�

死亡……39人�

転入……76人�

転出……80人�

（－29）�

（－17）�

（－12）�
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平
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成
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年
度
に
、
新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
寄
せ
ら
れ
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消
費
生
活
相

年
度
に
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新
城
設
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県
民
生
活
プ
ラ
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に
寄
せ
ら
れ
た
消
費
生
活
相
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643
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で
し
た
。
相
談
内
容
で
一
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多
か
っ
た
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は
、
利
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し
て
い
な
い
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で
し
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。
相
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内
容
で
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多
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っ
た
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し
て
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な
い
イ
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タ
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ネ

イ
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タ
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に
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「
不
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、
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身
に
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え
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ね
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ね
ら�

せ
ら
れ
る
相
談
は
、
寝
具
・
健
康
食
品
な
ど
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質

せ
ら
れ
る
相
談
は
、
寝
具
・
健
康
食
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な
ど
高
齢
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狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
で

な
訪
問
販
売
で

す
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自
分
に
は
関
係
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な
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と
思
っ
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い
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あ
な
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が
、
狙

す
。
自
分
に
は
関
係
の
な
い
話
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思
っ
て
い
る
「
あ
な
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狙
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れ
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し
れ
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ん
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も
し
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せ
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紹
介
し
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が
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万
一
契
約
を
し
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時
の
対
処
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介
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被

法
と
、
今
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被
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あ
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た
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の
対
策
を
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て
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し
ょ
う
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に
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、
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あ
な
た
の
お
宅
に
、
こ
の
よ
う
な
は
が

き
が
届
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身

に
覚
え
の
な
い
料
金
の
請
求
、
い
わ
ゆ
る

架
空
請
求
の
は
が
き
で
す
。
こ
れ
は
、
市

内
の
20
代
の
女
性
に
届
い
た
も
の
で
、
悪

質
業
者
が
何
ら
か
の
手
段
に
よ
り
住
所
、

氏
名
な
ど
の
個
人
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
無

差
別
に
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
連
絡
先
の
会
社
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
会
社
が
架
空
請

求
の
会
社
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
友
人
や
家
族
に
相
談
し
て
無
視
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
は
届
か
な
く
な
り
ま

し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
と
い
わ
れ
る
話

は
、
市
内
で
も
ほ
か
に
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。�

　
「
自
分
に
は
関
係
が
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
保
証

は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
よ
う
な
不
当
請
求
、
架
空
請
求
の

は
が
き
が
届
い
た
場
合
は
、
絶
対
に
問
い

合
わ
せ
先
に
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

　
心
配
な
方
は
す
ぐ
に
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

���

　
水
道
局
、
保
健
所
、
消
防
署
、
電
気
会
社
な
ど
、

あ
た
か
も
公
的
機
関
の
職
員
や
そ
の
関
係
者
で
あ
る

か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
あ
な
た
を
信
用
さ
せ
て
契
約

さ
せ
る
手
口
が
、
こ
の
地
域
で
も
目
立
ち
ま
す
。�

　
「
水
道
水
が
汚
れ
て
い
る
」
と
不
安
を
あ
お
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
そ�

り
、
「
消
火
器
の
設
置
義
務
が
あ
る
」
な
ど
の
嘘
を

つ
い
て
契
約
を
急
が
せ
ま
す
。�

　
公
的
機
関
が
訪
問
販
売
を
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

知
ら
な
い
訪
問
者
は
家
の
中
へ
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。�

こんなはがきが�

届きました�
消防署のほうから来たと聞いて�

疑うことなく�
契約しました�

よ
く
あ
る
手
口
　
１�

よ
く
あ
る
手
口
　
２�

　えっ、�

本当!?

各家庭に、消火器の�

　　設置義務があります ! !

※一般家庭に、消火器の設置義務はありません�

　　　・・・�
消防署のほうから�

　　　　検査に来ました�
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新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
4
時
30
分
ま
で
消
費
生
活
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
架
空
請
求
、
不
当
請

求
や
、
点
検
商
法
、
資
格
商
法
を
は
じ
め

と
し
た
悪
質
商
法
な
ど
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
あ
な
た
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
、
解
決
の
た
め
の
助
言
・
あ

っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
が
時
間
外
の
場
合
は
、

電
話
で
消
費
生
活
相
談
の
24
時
間
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
、
訪
問

販
売
な
ど
消
費
者
に
と
っ
て
不
意
打
ち
と

な
る
よ
う
な
取
引
に
つ
い
て
、
消
費
者
が

い
っ
た
ん
契
約
し
た
場
合
で
も
、
一
定
期

間
内
に
頭
を
冷
や
し
て
考
え
直
し
た
結
果
、

契
約
を
や
め
た
い
と
思
え
ば
、
い
っ
さ
い

の
経
済
的
な
負
担
を
す
る
こ
と
な
く
、
消

費
者
が
無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

な
ど
が
で
き
る
制
度
で
す
。�

　
た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
、

す
べ
て
の
契
約
に
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
消
費
者
み

ず
か
ら
が
店
舗
に
出
か
け
て
品
物
を
購
入

し
た
り
、
通�

信
販
売
で
商

品
を
注
文
し

た
よ
う
な
場

合
に
は
、
こ

の
制
度
は
利

用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。�

怪
し
い
と
思
っ
た
ら�

ま
ず
相
談
！！
　
　
　�

ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
制
度
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？�

カツ�

も
し
も
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
　�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
よ
う
！�

県民生活プラザでは、皆さんからの消費�
生活相談に応じています�
�
　　　　　　　新城設楽県民生活プラザ�
　　　　　　　　　　1２３ －８７０１�
　　　　または　　商工観光課�
　　　　　　　　　　1２３ －７６３４�

問い合わせ�

商�

悪� に�

法�
商�

悪� に�

法�
商�

悪� に�

法�質�質�質�

悪質商法の被害にあわないための５カ条�

１　いらないものは「いらない」とはっきり断る�
　　　　　　　・・・・�
２　うますぎるもうけ話に注意する�

３　契約する前に、契約書や説明書をよく読む�

４　勧誘されてもその場の雰囲気に惑わされず、�
　　落ち着いてよく考える�

５　家族や友人など信頼できる人に相談する�

クーリング・オフの方法�
　契約を解除する事を業者に書面で通知します。発信したことが�
証明できるように、はがきを「配達記録郵便」または「簡易書留」�
で送ります。控えとして、必ず両面のコピーをとっておきましょ�
う。また、クレジット契約をしている場合には、クレジット会社�
へも書面を送ります。�
　　　　　　　　　　　※内容証明郵便で出す方法もあります。�

契
約
解
除
通
知
書�

契
約
年
月
日
　
平
成
○
年
○
月
○
日�

書
面
受
領
日
　
平
成
○
年
○
月
○
日�

商
品
名
　
　
　
○
○
○
○�

契
約
金
額
　
　
○
○
○
○
円�

販
売
会
社
名
　
○
○
株
式
会
社
○
営
業
所�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
○
○
氏�

右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。�

な
お
、
す
み
や
か
に
支
払
済
の
○
○
円
を
返
金
し
、�

商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。�

平
成
○
年
○
月
○
日�

○
市
○
○
字
○
○
○
丁
目
○
番
地
　
氏
名
○
○
○
○�

〈書き方の例〉�

○
○
市
○
○
町
○
○
番
地�

�

　
○
○
株
式
会
社�

�

　
　
　
代
表
者
　
様�

郵便はがき�表� 裏�

クーリング・オフができる契約の種類と期間�

※１　期間の起算日は、「法定の契約書面が交付さ�
　　　れた日」または「クーリング・オフ告知の日」�
　　　からで、いずれも初日を入れる。�
※２　事業者が嘘を言ったり、脅したりして、クー�
　　　リング・オフを妨害した場合は、クーリング�
　　　・オフ期間経過後でも、その妨害が解消され�
　　　るまではクーリング・オフができます。�

訪問販売�
（アポイントメントセールス、キャッチ�
セールス、ＳＦ（催眠）商法を含む）�

８日間�

８日間�電話勧誘販売�

特定継続的役務提供�
（エステティック、外国語会話教室、学�
習塾、家庭教師、パソコン教室、結婚相�
手紹介サービス）�

８日間�

連鎖販売取引（マルチ商法）� 20日間�

業務提供誘引販売（内職・モニター商法）�20日間�

本�
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平
成
19
年
か
ら�

所
得
税･

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す�

※
税
源
移
譲
と
は
…
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス�

　
　
を
効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
、
所
得
税
（
国
税
）�

　
　
か
ら
住
民
税
（
地
方
税
）
へ
税
金
そ
の
も
の
　�

　
　
を
移
す
こ
と�

　「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
地
方
分
権
を
積
極
的
に
進�

　
　
　
　
　
さ
ん

み

い
っ
た
い�

め
て
い
く
「
三
位
一
体
改
革
」
が
実
現
し
ま
す
。
そ
の
柱
と
い
え
る
の
が
、
今

　
　

※�
回
の
税
源
移
譲
で
す
。
税
源
移
譲
で
は
、
所
得
税
（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方

税
）
の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で
国
の
税
収
が
減
り
、
地
方
の
税
収
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
約
3
兆
円
の
税
源
が
、
国
か
ら
地
方
へ
移
譲
さ
れ
ま
す
。
そ

の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
地
方
は
必
要
な
財
源
を
直
接
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
よ
り
身
近
で
、
よ
り
よ
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
①
定
率
減
税
が
廃
止

さ
れ
る
　
②
住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
　
③
所

得
税
と
住
民
税
の
税
率
が
変
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
主
な
3
項
目
を
説
明
し
ま

す
。�

　
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
1
月
2
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
125
万
円
以
下
の
方
は
、
平
成
17

年
度
ま
で
住
民
税
が
非
課
税
で
し
た
が
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
負
担
を

分
か
ち
合
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
措
置
が
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
、

現
役
世
代
と
同
様
の
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
急
激
な
税
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
、
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
11
年
度
か
ら
、
景
気
対
策
の
た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
と

し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
、
経
済
状
況
を
踏
ま
え
廃
止
さ
れ
ま
す
。�

何
が
ど
う
変
わ
る
の
か�

ざ
ん
て
い�

税
務
課
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
１
５�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３２
│

１
９
８
１�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

問
い
合
わ
せ�

本�鳳�作�

①
定
率
減
税
が
廃
止�

②
住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置�

平
成
18
年
所
得
税
･･��

平
成
18
年
１
月
分
か
ら
税
額
の�

10
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
減
額�

（
12.5
万
円
を
限
度
）�

平
成
18
年
住
民
税
･･��

平
成
18
年
６
月
分
か
ら
税
額
の�

7.5
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
減
額�

（
２
万
円
を
限
度
）�

平
成
19
年
所
得
税
･･��

平
成
19
年
１
月
分
か
ら
廃
止�

平
成
19
年
住
民
税
･･��

平
成
19
年
６
月
分
か
ら
廃
止�

※子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。�
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�

住民税�

・定率減税�

・（住民税－定率減税）×2／3�

�

所得税�

・定率減税�

合　計�

（税額�

19,900円　�

△1,500円　�

�

△12,267円　�

34,800円　�

△3,480円　�

37,453円　�
37,400円）�

住民税�

・住民税×1／3�

�

�

所得税�

�

合　計�

（税額�

37,300円　�

�

△12,434円　�

�

17,400円　�

�

42,266円　�
42,200円）�

　夫婦＋子ども2人・給与収入700万円（年額）�

モデルケース�

平成18年�平成19年�

前�後�

平
成
17
年
度
住
民
税
･･��

合
計
所
得
金
額
125
万
円�

以
下
の
方�

非
課
税�

平
成
18
年
度
住
民
税
･･��

課
税�

経
過
措
置
と
し
て�

平
成
18
年
度
は
税
額
の�

３
分
の
２
を
減
額�

平
成
19
年
度
は
税
額
の�

３
分
の
１
を
減
額�

平
成
20
年
度
以
降
は
全�

額
負
担�

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下�
　なので、経過措置が適用されます。�

モデルケース�

平成18年度�平成19年度� 平成17年度�

前�後�

※
こ
の
経
過
措
置
は
、
昭�

和
15
年
１
月
２
日
以
前�

に
生
ま
れ
た
方
が
対
象�

に
な
り
ま
す
　
　
　
　�

70歳独身・年金収入200万円（年額）�

住民税 非課税　�
�
�
�
所得税 34,800円　�

・定率減税 △6,960円　�

合　計 27,840円　�
（税額 27,800円）�

住民税 196,000円�

・定率減税 △14,700円�

所得税 263,000円�

・定率減税 △26,300円�

合　計 418,000円�

住民税 293,500円�

�

所得税 165,500円�

�

合　計 459,000円�



６段階� ４段階�

10％�10％�
20％� 23％�

33％�
40％�

20％�
30％�

37％�
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

　
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
1
月
分
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
ぶ
ん
6
月
分
か
ら
住
民
税

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
税
源
の
移
し
替
え
で
す
の
で
「
所
得
税
＋
住

民
税
」
の
合
計
額
に
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
住
民
税
所
得
割
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
比
例
税
率
化
に
伴
い
、
所
得
税
の
税
率
構
造
も
見

直
さ
れ
ま
す
。
人
的
控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額
措
置
も
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
税
源
移

譲
の
前
後
で
所
得
税
と
住
民
税
の
合
計
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
税
の
定

率
減
税
、
住
民
税
の
定
率
減
税
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が
あ
る
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。�

③
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す�

住民税（所得割）の税率が一律10パーセントに�

※夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。�

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�

★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止されるなどの影響があることに�
　ご注意ください。　�

 124,000円 64,500円 188,500円�

 258,000円 163,000円 421,000円�

 474,000円 307,000円 781,000円�

モデルケース�税源移譲による負担変動（年額）�

独身者の場合�

一　律10％�

市民税　6％�

県民税　4％�

�
�
   市民税　6％�
 一　律 計10％�
   県民税　4％�

用
語
解
説
【
課
税
標
準
額
】
所
得
金
額
か
ら
所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
【
速
算
控
除
額
】
課
税
標
準
額
に
税
率
を
か
け
て
算
出
し
た
税
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
の
で
き
る
金
額�

所
得
税�

住
民
税�

計5％�

計10％�

計13％�

3％�

8％�
10％�

2％� 2％�

3％�

※各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、このほか均等割が課税されます�

課税標準額�
    市民税　3％ 0円�
  ～ 200万円�
    県民税　2％ 0円�
    市民税　8％ 100,000円�
 200万円 ～ 700万円�
    県民税　2％ 0円�
    市民税10％ 240,000円�
 700万円 ～�
    県民税　3％ 70,000円�

税率� 速算控除額�

課税標準額�

  ～ 330万円 10％ 0円�

 330万円 ～ 900万円 20％ 330,000円�

 900万円 ～ 1,800万円 30％ 1,230,000円�

 1,800万円 ～  37％ 2,490,000円�

税率� 速算控除額�課税標準額� 税率� 速算控除額�

課税標準額� 税率�

  ～ 195万円 　5％ 0円�
 195万円 ～ 330万円 10％ 97,500円�
 330万円 ～ 695万円 20％ 427,500円�
 695万円 ～ 900万円 23％ 636,000円�
 900万円 ～ 1,800万円 33％ 1,536,000円�
 1,800万円 ～  40％ 2,796,000円�

5％�

給与収入�

300万円�

500万円�

700万円�

 所得税 住民税 合　　計�

負　担�

増減額�

0円�

0円�

0円�

税　源　移　譲　前�税　源　移　譲　後�

 62,000円 126,500円 188,500円�

 160,500円 260,500円 421,000円�

 376,500円 404,500円 781,000円�

 所得税 住民税 合　　計�

 0円 9,000円 9,000円�

 119,000円 76,000円 195,000円�

 263,000円 196,000円 459,000円�

夫婦＋子ども２人の場合�

給与収入�

300万円�

500万円�

700万円�

 所得税 住民税 合　　計�

負　担�

増減額�

0円�

0円�

0円�

税　源　移　譲　前�税　源　移　譲　後�

 0円 9,000円 9,000円�

 59,500円 135,500円 195,000円�

 165,500円 293,500円 459,000円�

 所得税 住民税 合　　計�

前�後�

前�後�



※鳳来地区……２月16日(金)～28日(水)の出張日は、鳳来開発センターで全地区の申告相談は行いま�
　　　　　　　せん。�
※作手地区……２月16日(金)～26日(月)の出張日は、作手総合支所で全地区の申告相談は行いません。�

※税務署は、２月16日(金)～３月15日(木)の間、確定申告の受け付けを、土・日曜日を除いて毎日行っ�
　ています。�
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鳳来開発センター 長篠西、本郷、内金、杉下、芳ケ入、�
（生活改善実習室） 富保、乗本�

川合第一公民館 名号、川合、池場�

東部高齢者生きがいセンター 能登瀬、名越、豊岡（引地を除く）�

 上吉田、下吉田、竹ノ輪、多利野、�農協山吉田出張所�
 黄柳野�

 海老（下町、中町、丁塚、入洞、川売、�海老構造改善センター�
 千原田、山中、須山）、海老副川�

 阿寺、大沢、大野、井代、富栄、引地、�鳳来中央集会所�
 睦平、細川、秋葉巣山、七郷一色�

 布里、只持、一色、塩瀬、島田、源�生活改善センター�
 氏、恩原、大輪、湯島�

連谷会館 四谷、連合�

玖老勢コミュニティプラザ 玖老勢、副川、門谷�

鳳来開発センター� 全地区�（生活改善実習室）�

�
農業集落多目的� 北　部�共同利用施設�
�

�作手総合支所 全地区��

�

農村環境改善センター 南　部�

�

作手総合支所 全地区�

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
　
２
月
16
日
(金)
〜
３
月
15
日
(木)
�

税
務
課
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
１
５�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３２
│

１
９
８
１�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

問
い
合
わ
せ�

本�鳳�作�

※
申
告
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　
　
①
印
鑑
　
②
申
告
書
　
③
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
の
方
は
源
泉
徴
収
票
　
⑤
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿
類
な
ど
　
⑥
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
は
、
配
偶
者
の
収
入
（
所
得
）
の
分
か
る
も
の
　
⑦
通
帳
な
ど
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の�

新城税務署　　1２２─２１４１�問い合わせ�

申告相談の会場と日程�

午前９時　　�
　～午後４時�

�

�

�

午前９時30分�

　～午後４時�

�

�

�

午前９時　　�
　～午後４時�

市民体育館� 全地区�（第１・第２会議室）�

平井公民館 北　部（東郷西）�

鳥原児童館 東　部�

 西　部（千郷東）�
西部公民館（ちさと館）�
 　〃　（千郷西）�

設楽原歴史資料館 北　部（東郷東）�

一鍬田公民館�

 南　部�
富岡ふるさと会館�
�

市民体育館� 全地区�（第１・第２会議室）�

�2月16日(金)��

2月19日(月)�

2月20日(火)�

2月21日(水)�

2月22日(木)�

2月23日(金)�

2月26日(月)�

2月27日(火)�

2月28日(水)�

3月　1日(木)～15日(木)�
　　　　(土･日は除く)

月　　　日� 受付時間� 会　　　場� 地　　　区�

新城地区�

午前９時　　�
　～午後４時�

�

�

�
�
�

午前９時30分�

　～午後４時�
�

�
�

�

�

午前９時　　�
　～午後４時�

�2月16日(金)��

2月19日(月)�

2月20日(火)��

2月21日(水)���

2月22日(木)���

2月23日(金)���

2月26日(月)��

2月27日(火)�

2月28日(水)�

3月　1日(木)～15日(木)�
　　　　(土･日は除く)

月　　　日� 受付時間� 会　　　場� 地　　　区�

鳳来地区�

�
午前９時30分�
　～午後４時�

�

午前９時　　�
　～午後４時�

�
午前９時30分�
　～午後４時�

�

午前９時　　�
　～午後４時�

2月16日(金)�

2月19日(月)�

2月20日(火)�

�2月21日(水)��

2月22日(木)�

2月23日(金)�

2月26日(月)�

2月27日(火)～3月15日(木)�
　　　　　　(土･日は除く)

月　　　日� 受付時間� 会　　　場� 地　　　区�

作手地区�

 ２月22日(木) 午前９時30分　�
  　 鳳来開発センター（生活改善実習室）�
 ２月28日(水) 　　～午後４時�

月　　日� 時　　間� 場　　　　　　　　所�

税理士による無料税務相談の会場と日程�
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市の大切なお知らせをお届けします�

新しい税率�

　区　分　　　所 得 割　　資 産 割　　均 等 割　　平 等 割�

医　療　分 4.30% 28.00% 21,000円 23,000円�

介　護　分 0.65% 5.80% 6,000円 4,000円�

◆45歳・42歳夫婦と子ども２人世帯�
　　給与収入　300万円　　固定資産税　５万円�

◆70歳以上夫婦世帯�
　　年金収入　夫120万円　妻　70万円　　固定資産税　0円（７割軽減）�

平成19年４月から�

※国民健康保険税の納付回数が変わります�

※葬祭費が「７万円」から「５万円」になります�

ShinshiroShinshiro

保
険
医
療
課
　
　
1
２３
│

７
６
２
５�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３２
│

１
９
８
２�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

問
い
合
わ
せ�

本�鳳�作�

国
民
健
康
保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
す�

　
旧
3
市
町
村
ご
と
の
税
率
が
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
同
一
に
な
り
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
で
き
る
限
り
負
担
が
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
基
金
や
繰
越
金
を
活
用
し
保
険
税
の
増
額
を
抑
え
た
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　負担増減額　　　　　改正後保険税年額　　　　改正前保険税年額�

 △20,200円  209,500円 旧新城市　�

 2,100円 189,300円 187,200円 旧鳳来町　�

 5,200円  184,100円 旧作手村　�

（介護分）�
　負担増減額　　　　　改正後保険税年額　　　　改正前保険税年額�

 △2,300円  31,500円 旧新城市　�

 1,200円 29,200円 28,000円 旧鳳来町　�

 5,900円  23,300円 旧作手村　�

（医療分）�

（医療分）�

　負担増減額　　　　　改正後保険税年額　　　　改正前保険税年額�

 △1,100円  18,600円 旧新城市　�

 300円 17,500円 17,200円 旧鳳来町　�

 △300円  17,800円 旧作手村　�

改正前�改正後�

税率以外の変更�

 平成18年度 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月   ６回�

 平成19年度 ４月 ６月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ８回�

モデルケースによる負担の変化�



行
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た�

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行

財
政
全
般
の
改
革
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
新
城
市
行
政

改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
な
お
、
計
画
は
国
が
示
す
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
期
間
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
、
平
成
17
年
度

か
ら
21
年
度
ま
で
の
5
年
度
間
を�

計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

合
併
以
降
の
制
度
改
正
な
ど
で
、

行
政
改
革
が
進
展
し
た
項
目
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。�

　「
新
城
市
行
政
改
革
推
進
計
画
」�

で
は
、
今
後
、
市
の
行
政
運
営
の

進
む
べ
き
方
向
性
と
し
て
、
3
つ

の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。�

①
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
適
切

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供�

②
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
た
め
の
行
政
運
営�

③
住
民
と
行
政
と
の
協
働
関
係
の

確
立�
������

《
計
画
の
基
本
項
目
と
計
画
期
間

内
の
主
要
取
り
組
み
事
項
》�

①
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
な
ど�

・
総
合
計
画
の
策
定
・
実
施
に

合
わ
せ
「
行
政
評
価
制
度
」

の
一
部
導
入�

・
「
予
算
制
度
の
改
革
」
「
補

助
金
な
ど
の
見
直
し
」
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
継
続�

・
各
種
使
用
料
、
手
数
料
の
定

期
的
見
直
し
を
ル
ー
ル
化�

・
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機
構

の
構
築�

②
民
間
委
託
な
ど
の
推
進�

・
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用�

・
公
共
施
設
の
適
正
配
置
へ
の

検
討�

③
定
員
管
理
の
適
正
化�

・
計
画
的
に
職
員
数
を
削
減�

（
平
成
22
年
度
当
初
全
職
員
987

人
、
う
ち
普
通
会
計
職
員
627

人
。
各
年
度
の
職
員
数
は
下

表
参
照
）�

④
給
与
の
適
正
化�

・
「
人
事
評
価
制
度
」
の
一
部

導
入�

・
手
当
な
ど
の
継
続
的
な
見
直

し�

⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
経
営�

・
市
が
関
与
す
る
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
の
経
営
状
況
は
、
引

き
続
き
議
会
報
告
な
ど
を
通

じ
て
公
表
に
努
め
る
。�

⑥
地
方
公
営
企
業
の
経
営�

・
地
方
公
営
企
業
（
上
水
道
、

病
院
な
ど
）
は
、
引
き
続
き

効
率
的
な
経
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
。�

�

《
計
画
お
よ
び
進
ち
ょ
く
状
況
の

公
表
》�

　
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、

計
画
の
着
実
な
実
施
の
た
め
、
毎

年
度
取
り
組
み
状
況
を
点
検
し
ま

す
。
ま
た
、
前
年
度
の
取
り
組
み

結
果
お
よ
び
当
該
年
度
の
取
り
組

み
状
況
は
、
広
報
「
ほ
の
か
」
お

よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。�
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行
政
改
革
課
　
　
1
２３
│

７
６
３
６�

問
い
合
わ
せ�

本�

各年度における部門別職員数�

※　職員数は各年４月１日現在�

一　般　行　政 496 470 458 452 440 427 △ 69 △ 13.9�

　　教　　　育 90 91 87 83 83 80 △ 10 △ 11.1�

　　消　　　防 119 120 120 120 120 120 1 0.8�

　　　小　　計 209 211 207 203 203 200 △ 9 △ 4.3�

普 通 会 計 計 705 681 665 655 643 627 △ 78 △ 11.1�

　　病　　　院 323 282 286 290 294 295 △ 28 △ 8.7�

　　上　　　水 21 23 23 23 23 23 2 9.5�

　　下　　　水 12 13 13 13 13 13 1 8.3�

　　そ　の　他 36 29 29 29 29 29 △ 7 △ 19.4�

　　　小　　計 392 347 351 355 359 360 △ 32 △ 8.2�

　合　　　　計 1,097 1,028 1,016 1,010 1,002 987 △ 110 △ 10.0

区　　分� 平17 平18 平19 平20 平21 平22
５年度間（17～22年）の比較�

増減数(人) 増減率(％)

特
別
行
政�

公
営
企
業
な
ど�



�

新
城
市
め
ざ
せ
明
日
の
　�

ま
ち
づ
く
り
事
業
　
　
　�

補
助
金
の
概
要
　
　
　
　�

�《
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体
》�

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
16
歳

以
上
の
市
民
10
人
以
上
が
参
加
す

る
次
の
団
体�

�

　住
民
組
織�

行
政
区
、
行
政
区
の
集
合
体
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど

の
地
縁
を
基
盤
に
結
び
つ
い
た

団
体�

�

　市
民
活
動
組
織�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
な
ど
、
テ
ー
マ
に
よ
り
結

び
つ
い
た
団
体�

《
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
例
》�

・
地
域
計
画
策
定
事
業�

・
健
康
と
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
事
業�

・
地
域
産
業
振
興
事
業�

・
生
涯
学
習
振
興
事
業�

・
地
域
内
景
観
・
生
活
環
境
整
備

事
業
な
ど�

《
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
》�

・
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
・
宗

教
活
動
・
政
治
的
活
動�

・
公
職
選
挙
法
第
3
条
に
規
定
す

る
公
職
に
あ
る
者
（
候
補
者
を

含
む
）
も
し
く
は
政
党
を
推
薦

し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
反
対
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業�

・
交
流
会
や
親
睦
会
を
目
的
と
し

た
事
業
な
ど�

・
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業�

・
特
定
の
個
人
や
団
体
の
み
が
利

益
を
受
け
る
事
業�

・
他
の
制
度
か
ら
補
助
金
な
ど
の

交
付
を
受
け
る
事
業�

��

補
助
率
と
補
助
限
度
額�

�

　住
民
組
織
が
行
う
事
業�

（1）
　
地
域
計
画
策
定
事
業
（
計
画�

　
策
定
年
度
）�

　
　
補
助
率
　
10
分
の
10�

　
　
補
助
限
度
額
　
15
万
円�

（2）
　
地
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
の�

　
1
年
目�

　
　
補
助
率
　
5
分
の
4�

　
　
補
助
限
度
額
　
30
万
円�

（3）
　
地
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
の�

　
2
年
目�

　
　
補
助
率
　
5
分
の
4�

　
　
補
助
限
度
額
　
30
万
円�

（4）
　
地
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
の�

　
3
年
目�

　
　
補
助
率
　
5
分
の
4�

　
　
補
助
限
度
額
　
30
万
円�

（5）
　
地
域
計
画
に
基
づ
か
な
い
事�

　
業�

　
　
補
助
率
　
3
分
の
2�

　
　
補
助
限
度
額
　
30
万
円�

�

　市
民
活
動
組
織
が
行
う
事
業�

（1）
　
事
業
の
1
年
目�

　
　
補
助
率
　
3
分
の
2�

　
　
補
助
限
度
額
　
30
万
円�

（2）
　
事
業
の
2
年
目�

　
　
補
助
率
　
3
分
の
2�

　
　
補
助
限
度
額
　
10
万
円�
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

ま
ち
づ
く
り
事
業
に�

補
助
金
が
出
ま
す�

　
企
画
課
　
　
　
1
２３
│

７
６
２
０
　
5
２３
│

７
２
９
６�

　
　
　
　
　
　
　
　kikaku@
city.shinshiro

.lg
.jp
�

　
地
域
振
興
課
　
1
３２
│

０
５
１
３
　
5
３２
│

１
１
７
０�

　
　
　
　
　
　
　
　hri-tiikishinko@

city.shinshiro.lg.jp�

　
地
域
振
興
課
　
1
３７
│

２
２
１
１
　
5
３７
│

２
２
１
７�

　
　
　
　
　
　
　
　tkd

-shinko
@
city.shinshiro

.lg
.jp
�

U
R
L

　http
://w
w
w
.city.shinshiro

.lg
.jp
/

問
い
合
わ
せ
・
書
類
の
入
手
先�

本�

em

鳳�

em

作�

em

�
補助金の�
確定� 　事

業
の
な
が
れ
（
予
定
）�

　
市
で
は
、
地
域
自
治
確
立
の
た
め
の
有
望
・
優�

良
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
予
算�

の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。�

　
補
助
金
交
付
申
請
書
、
事
業�

計
画
書
お
よ
び
予
算
見
積
書
な�

ど
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
平�

日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後�

5
時
ま
で
に
必
ず
事
前
相
談
を�

受
け
て
く
だ
さ
い
。�

　
補
助
金
交
付
申
請
書
、
事
業�

計
画
書
お
よ
び
予
算
見
積
書
な�

ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
こ�

の
審
査
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な�

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
審
査
に
よ
っ
て
補
助
金
の
交�

付
を
認
め
ら
れ
た
団
体
に
、
補�

助
金
交
付
決
定
通
知
書
を
交
付�

し
ま
す
。�

　
補
助
金
の
交
付
決
定
日
か
ら�

翌
年
の
2
月
28
日
ま
で
が
事
業�

の
実
施
期
間
で
す
。�

　
実
績
報
告
書
の
提
出
と
、
成�

果
報
告
会
へ
の
出
席
を
し
て
い�

た
だ
き
ま
す
。�

　
実
績
報
告
書
を
精
査
し
た
後
、�

補
助
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。�

※
こ
の
事
業
は
、
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
3
�

月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
後
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
　�

事前相談�
２月26日(月)�
～３月20日(火)

補助金交�
付申請書�
の受付�

補助金の�
交付決定�
審査�

補助金の�
交付決定�
通知�

�
事業実施�

実績報告�
と成果報�
告会�



電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の�

利
用
可
能
な
手
続
き
が
増
え
ま
し
た�

　
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
は
、

市
へ
の
各
種
申
請
書
を
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
作
成
し
、
自
宅
や
職
場
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

原
則
24
時
間
365
日
い
つ
で
も
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。�

　
こ
の
た
び
、
電
子
申
請
・
届
出
シ

ス
テ
ム
の
利
用
可
能
な
手
続
き
が
追

加
さ
れ
、
市
に
対
す
る
申
請
・
届
け

出
な
ど
の
手
続
き
が
ま
す
ま
す
便
利

に
な
り
ま
し
た
。�

�

１
　
追
加
手
続
き
の
利
用
開
始
日�

　
　
1
月
24
日
d�

��

２
　
追
加
手
続
き�

　
（1）
　
新
た
に
利
用
可
能
と
な
っ
た

　
　
手
続
き�

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
の

請
求
は
じ
め
下
図
の
5
つ
の
手

続
き�

�

３
　
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ�

　
　https://w

w
w
.shinsei.e-aichi.jp/�

�

４
　
電
子
証
明
書
の
取
得
に
つ
い
て�

　
電
子
署
名
が
必
要
な
申
請
・
届

け
出
手
続
き
は
、
事
前
に
電
子
証

明
書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。�

・
個
人
の
方
･･
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
電
子
証
明
書�

�

・
法
人
の
方
･･
商
業
登
記
に
基
づ

く
電
子
認
証
制
度
に
よ
る
電
子

証
明
書�

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
の
取
得
手
続
き
に
は
、
「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
住
基
カ

ー
ド
）
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
住
基
カ
ー
ド
を
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
な
ど
の
保

存
用
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
、

運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
本
人
確

認
を
行
う
た
め
の
公
的
な
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。�

�

公
的
な
証
明
書
と
し
て
の
活
用
例�

・
郵
便
貯
金
・
銀
行
口
座
の
新
規
開

設
の
時�

・
携
帯
電
話
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
の
契
約
の
時�

・
戸
籍
の
届
出
の
時�

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
発
行
の
時�

・
献
血
を
す
る
時�

�
　
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
用
で
き
ま
す
。�

�

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
の
取
得
・
住
基
カ
ー
ド
の
発

行
に
関
す
る
手
続
き
の
詳
細
・
手
数

料
な
ど
は
、
市
民
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

市
民
課
　
　
1
２３
│

７
６
２
８�

問
い
合
わ
せ�

本�

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
取
得
と�

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド�
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行
政
課
（
情
報
管
理
）
　
　
1
２３
│

７
６
１
３�

問
い
合
わ
せ�

本�

◆
1
月
24
日
D
か
ら
新
た
に
利
用
可
能
と
な
る
手
続
き�

 

１ 

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
の
請
求 

○ 

－ 

市
民
課�

 

２ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
再
交
付
の
請
求 

○ 

－�

 

３ 

障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の
再
交
付
の
請
求  

－ 

保
　
険�

 

４ 

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の
再
交
付
の
請
求  

－ 

医
療
課�

 

５ 

母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
の
再
交
付
の
請
求  

－�

※
署
名
の
有
無
欄
に

”○
“
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
、
個
人
･･
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
　�

　
法
人
･･
法
務
省
商
業
登
記
に
基
づ
く
電
子
認
証
制
度
に
よ
る
電
子
証
明
書
が
必
要
な
手
続�

　
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す�

<

法
人�

個
人�

署
名
の
有
無�

担
当
課�

新
た
に
電
子
化
対
象
と
な
る
手
続
き
名�



　
市
で
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」�

の
規
定
に
基
づ
く
「
新
城
市
障
害
福

祉
計
画
（
案
）
」
に
対
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。�

募
集
期
間�

　
1
月
17
日
d
〜
2
月
16
日
f�

提
出
方
法�

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
の
上
、

①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。�

①
本
庁
福
祉
課
に
持
参
す
る
。
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
15
分
ま
で�

②
郵
送
す
る
。�

　
〒
4
4
1
│

1
3
9
2
�

　
（
住
所
不
要
）�

　
新
城
市
役
所
　
福
祉
課
　
宛�

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。�

　
　
２３
│

2
0
0
2�

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。�
fu
k
u
sh
i@
city
.sh
in
sh
iro.lg

.jp�

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。�

計
画
案
の
閲
覧
期
間�

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ�

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所�

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

・
本
庁
福
祉
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課�

　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
ま
で�

�

お
む
つ
に
か
か
る
費
用
の�

医
療
費
控
除
の
取
り
扱
い�

　
お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対

象
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
確
定
申

告
の
時
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、

領
収
書
に
加
え
、
医
師
の
発
行
し
た

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を
提
示
ま

た
は
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
年
目
以
降
（
初
年
の
申
告
は
証
明

書
が
必
要
）
の
医
療
費
控
除
に
つ
い

て
は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
え
、�

市
が
確
認
し
た
書
面
（
申
請
が
必
要
）�

で
控
除
が
で
き
ま
す
。�

◆
介
護
高
齢
課
に
お
け
る
確
認
な
ど�

1
　
お
む
つ
使
用
の
対
象
者
は
、
①

か
ら
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

で
す
。�

①
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定

を
受
け
た
方�

②
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方�

③
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
が
あ
る

方�

2
　
確
認
方
法
は
、
要
介
護
認
定
業

務
で
使
用
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書

（
当
該
年
・
平
成
18
年
中
に
作
成

さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
の
内
容
確

認
に
よ
り
行
い
ま
す
。�

3
　
手
数
料
と
し
て
200
円
が
必
要
で

す
。�

※
　
詳
し
い
内
容
は
、
本
庁
介
護
高

齢
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。�
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

介
護
高
齢
課
　
　
1
２３
│

７
６
８
８�

問
い
合
わ
せ�

本�

福
祉
課
　
　
1
２３
│

７
６
２
４�

問
い
合
わ
せ�

本�

｢

新
城
市
障
害
福
祉
計
画
（
案
）｣

へ
の�

意
見
を
募
集
し
ま
す�

新
城
市
指
定
管
理
者
選
定�

審
議
会
が
指
定
管
理
者
の�

選
定
結
果
を
市
長
に
答
申�

し
ま
し
た
　
　
　
　
　
　�

行
政
課
（
情
報
管
理
）�

　
　
　
　
1
２３
│

７
６
１
３�

問
い
合
わ
せ�

本�　
市
で
は
2
回
目
と
な
る
指
定
管
理

者
の
募
集
と
な
っ
た
、
新
城
ま
ち
な

み
情
報
セ
ン
タ
ー
の
申
請
に
対
し
て
、

新
城
市
指
定
管
理
者
選
定
審
議
会
が�

12
月
5
日
c
、
穂
積
市
長
に
選
定
結�

果
を
答
申
し
ま
し
た
。�

　
答
申
で
は
、
情
報
化
の
推
進
、
運

営
管
理
、
中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど

の
観
点
か
ら
慎
重
に
選
定
し
た
結
果
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
し
ん
し
ろ
ド

リ
ー
ム
荘
（
新
城
市
今
出
平
）
を
優

先
交
渉
権
者
に
決
定
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
提
案
内

容
な
ど
を
考
慮
し
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
し
ん
し
ろ
ド
リ
ー
ム
荘
を
指

定
管
理
者
に
指
定
し
ま
し
た
。�

　
12
月
15
日�

f
の
市
議
会

で
可
決
さ
れ

ま
し
た
の
で
、

今
年
4
月
か

ら
指
定
管
理

者
に
よ
る
業

務
を
開
始
し

ま
す
。�

FAX



　餅つき大会が四谷の千枚田「ふれあい広場」で行
われました。�
　この催しは、千枚田の荒廃を防ぐため地元の耕作者
が「田吾作」を結成。毎年、都市交流の一つとして行っ
ています。�
　この日は、田吾作が有機・無農薬で栽培したこだわり
の糯米「鈴原糯」をのし餅や草餅にして振る舞い、「山
里ツーリズム」や「みんなの奥三河」で、田植えや稲刈り
に参加した都市の人たちや一般の人たち約２００人が
参加して、すばらしい眺めのふれあい広場で都市交流
を図りました。（連谷地区情報通信員　小山舜二）�

　つくでの森の音楽祭「クリスマスコンサート」が、
鬼久保ふれあい広場内リフレッシュセンターで開
かれました。�
　このコンサートでは、夫婦で結成した「めおと楽
団 ジギジギ」が、演奏やトークで会場を盛り上げま
した。�
　観客や出演者が一体となり、地元の人たち、豊
田市や豊橋市などから訪れた約１３０人の来場者
は、楽しいひとときを過ごしていました。�

クリスマスに笑いと音楽を�

田吾作の餅つき大会�

もち� すず�はら�もち�

た� ご� さく�
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12
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　舟着小学校の３年生代表児童３人が、市の養護老人ホーム寿楽荘へ
入所している高齢者を訪問し、白菜１５個と大根２０本をプレゼントしました。�
　この野菜は、校内にある５アールの畑で、教師と児童が給食の食材に
栽培したものです。�
　３年生の原悠真君は｢白菜は湯豆腐に入れ、大根はおでんにしておい
しく食べてもらいたいです｣と話していました。�
　その後、寿楽荘からは、お返しとして児童に焼きいもが配られました。�

　医療法人澄心会豊橋ハートセンターから市へ、
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が５台寄贈さ
れました。このＡＥＤは、突然目の前で人が倒
れた場合に、心臓に電気的な刺激を与えるこ
とで、心臓を正常な動きに戻すことができる器
機です。もしもの場合にはためらうことなく、ぜ
ひ使用してください。�
　設置したところは、鳳来総合支所・作手総
合支所・市保健センター・市福祉会館・つくで
手作り村です。�

ＡＥＤの寄贈�

お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
お
う
！
�

ゆう�ま�

　市消防署本署に、高規格救急車が配備されまし
た。この車両は、これまでの高規格救急車の更新と
して整備されたもので、一回り大きいワゴン車をベ
ースに作られた最新型のものです。�
　装備された資機材は、ＡＥＤ（自動体外式除細
動器）、心電計と心電図伝送装置など、高度な救
命処置ができます。大規模な災害時には広域にわ
たって活躍し、皆さんの安全・安心を守ります。�

消防署に最新型救急車�
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/13・14
(水) (木)

12

/20
(水)

12

/24
(金)
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循環社会推進課�
1２３─７６２９�
水道環境課�
1３２─１９８７�
水道環境課�
1３７─２２１１�

問い合わせ� 本�

鳳�

作�

　
地
球
規
模
で
深
刻
化
す
る
環
境

問
題
に
対
し
、
私
た
ち
が
す
ぐ
に

で
も
取
り
組
め
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。�

　
市
で
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
や
市

民
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、
ま
た
、

情
報
提
供
や
環
境
活
動
に
関
す
る

学
習
の
機
会
を
充
実
し
て
い
く
た

め
、
今
年
も
「
環
境
活
動
に
つ
な

が
る
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。�

�

�

【
第
１
回
】�

「
あ
な
た
も
ち
ょ
っ
ぴ
り�

エ
コ
ロ
ジ
ー
」�

�

日
　
時
　
２
月
24
日
（土）�

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時�

会
　
場
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
　
　
　
２
階
　
軽
運
動
場�

講
　
師�

　
む
ら
か
み
　
　な
　
み
　
こ�

　
村
上
　奈
美
子
　氏�

　
（
山
形
県
高
畠
町
住
民
生
活
課

　
　
環
境
対
策
室
主
査
）�

　
は
し
も
と
　さ
と
し�

　
橋
本
　聡
　氏�

　
（
山
形
県
・
高
畠
町
環
境
ア
ド

　
　
バ
イ
ザ
ー
）�

�

※
託
児
（
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。�

�

【
第
２
回
】�

「
環
境
首
都
に
見
る�

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
」�

�

日
　
時
　
３
月
10
日
（土）�

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分�

会
　
場
　
新
城
文
化
会
館�

　
　
　
　
301
会
議
室�

講
　
師�

　
す
ぎ
も
と
　
い
く

お�

　
　
本
　育
生
　氏�

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
環
境
市
民
代

　
表
理
事
）�

　
こ
の
地
方
の
自
然
環
境
に
詳
し

い
講
師
の
皆
さ
ん
に
よ
る
講
座
で
す
。�

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

�

【
第
４
回
】�

日
　
時
　
２
月
10
日
（土）�

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時�

会
　
場
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
　
　
　
２
階
　
集
会
室�

テ
ー
マ�

　「
し
ん
し
ろ
の
里
山
│
里
の
鳥
」�

講
　
師�

　
さ
ら
　い
　
ま
こ
と�

　
皿
井
　信
　氏�

　
（
東
三
河
野
鳥
同
好
会
会
長
・�

　
　
市
生
態
系
調
査
検
討
会
委
員
）�

�

【
第
５
回
】�

日
　
時
　
２
月
17
日
（土）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜�

３
時
30
分�

会
　
場
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
　
　
　
２
階
　
集
会
室�

テ
ー
マ�

　「
あ
ふ
れ
さ
せ
る
〈
治
水
〉
―�

か
す
み
て
い
　
　�

見
直
さ
れ
る
霞
堤
」�

講
　
師�

　
ふ
じ
　た
　　
よ
し
ひ
さ�

　
藤
田
　佳
久
　氏�

　
（
愛
知
大
学
文
学
部
地
理
学
教
授�

　
　
・
市
生
態
系
調
査
検
討
会
委
員
）�

�

【
第
６
回
】�

日
　
時
　
３
月
17
日
（土）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時�

会
　
場
　
桜
淵
公
園
・
い
こ
い
の

　
　
　
　
森
周
辺
（
集
合
場
所
は

　
　
　
　
青
年
の
家
）�

テ
ー
マ�

　「
い
こ
い
の
森
の
春
の
植
物
」�

講
　
師�

　
い
し
か
わ
　
し
ず
　お�

　
石
川
　静
雄
　氏�

　
（
環
境
庁
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・�

　
　
市
生
態
系
調
査
検
討
会
委
員
）�

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
途
中
で
昼
食
を
と
り

ま
す
の
で
、
弁
当
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。�

譲
り
た
い
も
の�

¡

腹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ベ
ン
チ�

�

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の�

¡

乳
母
車�

¡

糸
つ
む
ぎ
車�

¡

は
た
織
り
道
具�

�

　「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て�

ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、�

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号�

を
本
庁
循
環
社
会
推
進
課
へ
お
知�

ら
せ
く
だ
さ
い
。�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

環
境
活
動
に
つ
な
が
る�

学
習
会
を
開
催
し
ま
す�

｢

市
民
環
境
講
座｣

開
催�

の
お
知
ら
せ
　
　
　
　�
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消防署　1２２─１１１９�問い合わせ�

�

戸
別
受
信
機
等
設
置
申
込
書�

の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
　�

　
　
　
　
　(

鳳
来
地
区
の
方)�

�

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
3
年
計
画

で
、
鳳
来
、
作
手
、
新
城
の
順
で
、

市
内
全
域
に
新
た
に
防
災
行
政
無
線

を
整
備
し
ま
す
。
今
年
度
の
整
備
対

象
地
区
は
鳳
来
地
区
で
す
。�

　
昨
年
9
月
、
鳳
来
地
区
の
皆
さ
ん

に
「
戸
別
受
信
機
等
設
置
申
込
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
、
多
く
の
方
か
ら
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。�

　
ま
だ
、
「
戸
別
受
信
機
等
設
置
申

込
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
ご
提
出
く
だ
さ
い
。�

��

�

戸
別
受
信
機
を
　
　
　
　�

２
台
以
上
希
望
す
る
方
へ�

�

　
戸
別
受
信
機
は
、
一
世
帯
1
台
に�

　
　
　
　
　
た
い

よ�

限
り
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。�

　
一
世
帯
で
2
台
以
上
の
貸
与
を
希

望
す
る
場
合
は
、
市
の
条
例
に
基
づ

き
負
担
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
負
担
金
額
は
、
戸
別
受
信
機
1
台

に
つ
き
ア
ン
テ
ナ
が
不
要
な
場
合
は

4
万
円
、
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
な
場
合

は
5
万
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
ア

ン
テ
ナ
が
必
要
か
不
要
か
は
、
取
り

付
け
地
点
の
電
波
受
信
状
況
で
決
定

さ
れ
ま
す
。�

　
事
業
所
も
、
同
額
の
負
担
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
。�

��
２
台
目
か
ら
の
申
し
込
み

方
法
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

　
2
台
以
上
の
戸
別
受
信
機
の
設
置

を
希
望
す
る
方
は
、
「
戸
別
受
信
機

等
設
置
申
込
書
」
が
本
庁
、
各
総
合

支
所
、
消
防
署
に
あ
る
の
で
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
消
防
本
部
防
災
対

策
課
、
本
庁
市
民
安
全
対
策
室
ま
た

は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
2
台
目
か
ら
の
受
け
付
け
は
、
1

月
16
日
c
か
ら
で
、
設
置
工
事
は
4

月
以
降
と
な
り
ま
す
。�

　
負
担
金
は
、
取
付
工
事
完
了
後
、

別
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

市
内
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。�

��

事
業
所
の
申
し
込
み
方
法�

�

　
事
業
所
で
戸
別
受
信
機
の
設
置
を

希
望
す
る
場
合
も
、
2
台
目
か
ら
の

申
込
方
法
と
同
じ
で
す
。�

　
た
だ
し
、
消
防
計
画
、
地
震
防
災

応
急
計
画
の
作
成
を
し
た
り
、
提
出

を
し
た
り
し
て
い
る
事
業
所
は
、
1

台
に
限
り
無
償
貸
与
の
対
象
と
し
ま

す
。�

　
無
償
貸
与
の
該
当
事
業
所
は
、
別

に
設
置
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
消
防
本
部

防
災
対
策
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。�

�

　普
通
救
命
講
習
会�

�

開
催
日
時�

　
2
月
11
日
a�

　
午
前
9
時
〜
正
午
（
3
時
間
）�

開
催
場
所�

　
市
消
防
署
　
大
会
議
室�

講
習
内
容�

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
）�

大
出
血
時
の
止
血
法�

募
集
定
員
　
20
人
程
度�

申
し
込
み
は
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
当

日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

�

講
習
の
内
容
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た�

�

　
過
去
に
普
通
救
命
講
習
を
受
講

さ
れ
た
方
も
、
こ
れ
を
機
会
に
も

う
一
度
、
普
通
救
命
講
習
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。�

内
容
の
一
部
変
更
例�

①
心
肺
蘇
生
法
開
始
の
判
断
を
早

め
る�

②
人
工
呼
吸
が
た
め
ら
わ
れ
る
場

合
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
み

を
行
う�

③
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
口
呼
吸

の
比
率
を
30
：
2�

④
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
1
回
に
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

後
は
た
だ
ち
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
行
う�

他�



�����　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1
�

　
　

35
‐
5
0
1
2
�

�
2
月
3
日
（土）
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
�

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

植
物
や
動
物
、
昆
虫
の
冬
越
し

の
姿
を
観
察
。
ま
た
、
普
段
見

ら
れ
な
い
博
物
館
の
裏
側
探
検
。
�

大
人
500
円
、
子
ど
も
300
円
�

50
人
�

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
�

博
物
館
学
術
委
員
、
学
芸
員
�

※
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

��������

��　
　
防
災
対
策
課
�

　
　
☎
22
‐
1
9
6
2
�

bosai@
city.shinshiro.lg.jp

�

�　
本
市
を
は
じ
め
東
三
河
7
市

町
と
豊
橋
技
術
科
学
大
学
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
東
三
河
地
域

防
災
研
究
協
議
会
」
の
主
催
に

よ
る
地
震
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
、

本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
潟

県
中
越
地
震
の
体
験
談
な
ど
を

聞
き
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し

ょ
う
。
�

2
月
10
日
（土）
　
午
後
2
時
�

新
城
文
化
会
館
　
　
　
　
　
　

「
中
越
大
震
災
を
振
り
返
っ
て
」�

無
料
（
参
加
者
に
は
防
災
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
ま
す
）
�

400
人
（
申
込
順
・
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）
�

長
岡
市
復
興
対
策
監
�

　
大
野
勉
氏
�

研
究
発
表
�

「
家
具
転
倒
防
止
で
地
震
の
被

　
害
は
な
く
な
る
！
ど
う
留
め

　
る
か
？
」
�

　
発
表
者
　
�

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
教
授
　
�

　
加
藤
史
郎
氏
�

　
手
話
通
訳
と
託
児
所
が
あ
り

　
ま
す
（
託
児
所
は
事
前
申
込

　
み
必
要
）
�

※
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
電

　
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
、
防

　
災
対
策
課
へ
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。
�

��� 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
　
介
護
高
齢
課
　
�

　
　
☎
23
‐
7
6
8
8
�

　
　
市
民
福
祉
課
　
�

　
　
☎
32
‐
0
5
1
1
�

　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

�テ
ー
マ
「
老
人
愛
・
介
護
愛
」
�

愛
知
新
城
大
谷
大
学
�

現
在
家
族
で
介
護
を
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
介
護
の
知
識
を
習

得
し
た
い
方
�

40
人
　
�

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）�

2
月
13
日
（火）
�

無
料
�

�第
1
回
�

2
月
17
日
（土）
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
�

知
っ
て
得
す
る
袖
の
通
し
方
　

（
実
技
指
導
）
�

愛
知
新
城
大
谷
大
学
　
　
　
　

村
上
逸
人
氏
　
�

�第
2
回
�

2
月
24
日
（土）
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
�

滑
ら
な
い
、
転
ば
な
い
、
あ
せ

ら
な
い
お
風
呂
（
実
技
指
導
）
�

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
　
　
　

　
今
泉
雅
博
氏
　
　
　
　
　
　

※
2
回
連
続
の
教
室
で
す
が
、
1

　
回
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

��
����　

　
新
城
設
楽
事
務
所
�

　
　
☎
23
‐
6
1
0
4
�

�
2
月
8
日
（木）
�

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
�

市
商
工
会
3
階
大
研
修
室
�

労
使
関
係
者
�

�講
座
1
�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
�

退
職
金
共
済
機
構
推
進
員
�

�講
座
2
�

市
谷
ま
り
子
氏
�

�50
人
（
先
着
順
）
�

無
料
�

��
　
　
　
�

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1
�

　
　

35
‐
5
0
1
2
�

�
2
月
末
ま
で
開
催
（
火
曜
日
休

館
）
�

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　
�

市
内
小
学
校
の
自
然
研
究
の
パ

ネ
ル
や
、
博
物
館
友
の
会
員
を

中
心
に
し
た
鉱
物
・
化
石
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
自
由
研
究
、
写
真

な
ど
の
展
示
�

通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

（
大
人
210
円
、
子
ど
も
100
円
）
�

��

広報しんしろ・ほのか　　2007.2

時�所�￥�定�持�講� 内�
自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会
�

「
冬
の
自
然
と
博
物
館
探
検
」
�

問�
申�

地
震
防
災
セ
ミ
ナ
ー
�

問�時�所�￥�
申�

定� 内�講� em

家
族
介
護
教
室
�

問�所�対� 他�定�〆�￥�時�

本�鳳�作�

時�内�講� 講�

労
働
講
座
�

講
座
1
�

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」
�

講
座
2
�

「
わ
か
り
や
す
い
社
会
保
険
・
�

　
雇
用
保
険
の
実
務
」
�

問�時�所�対�講�

講�定�￥�

申�

み
ん
な
で
つ
く
る
博
物
館
展
�

時�所�内�￥� 問�

申�

内�



��

（財）
 

21
世
紀
職
業
財
団
　
�

愛
知
事
務
所
�

☎
0
5
2
‐
5
8
6
‐
7
2
2
2
�

�
2
月
15
日
（木）
�

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分
�

豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
�

タ
イ
ト
ル
「
人
か
ら
好
か
れ
る
、

自
分
を
好
き
に
な
る
」
�

佐
野
愛
子
氏
�

�タ
イ
ト
ル
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
」
�

森
眞
江
氏
�

再
就
職
者
体
験
発
表
�

説
明
、
相
談
な
ど
�

出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
で
退

職
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方
�

20
人
（
先
着
順
）
�

無
料
�

※
就
学
前
児
童
の
託
児
あ
り
�

　
（
無
料
）
�

��������

�

����児
童
課
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
7
6
2
2
�

市
民
福
祉
課
　
　
　
　
　

☎
32
‐
1
9
8
2
�

市
民
福
祉
課
　
　
　
　
　

☎
37
‐
2
2
1
1
�

�　
平
成
19
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の

加
入
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
�

仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間
保
護
者

が
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
遊

び
や
自
主
学
習
を
中
心
と
し
た

活
動
を
通
し
て
健
全
育
成
を
図

り
ま
す
。
�

新
城
児
童
ク
ラ
ブ
�

新
城
小
学
校
、
中
央
保
育
園
�

千
郷
児
童
ク
ラ
ブ
�

千
郷
東
保
育
園
、
ち
さ
と
館
、

千
郷
中
学
校
旧
用
務
員
室
�

東
郷
西
児
童
ク
ラ
ブ
�

東
郷
西
小
学
校
�

東
郷
東
児
童
ク
ラ
ブ
�

東
郷
東
小
学
校
�

八
名
児
童
ク
ラ
ブ
�

老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
�

庭
野
児
童
ク
ラ
ブ
�

庭
野
公
民
館
�

鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ
�

鳳
来
中
部
小
学
校
（
予
定
）
�

巴
児
童
ク
ラ
ブ
�

巴
保
育
園
（
予
定
）
　
　
　
�

※
応
募
が
な
い
ク
ラ
ブ
は
活
動
を

　
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ
、
巴
児

　
童
ク
ラ
ブ
は
、
施
設
整
備
の

　
た
め
、
開
設
は
6
月
以
降
に

　
な
り
ま
す
。
�

市
内
の
小
学
校
に
通
う
1
〜
3

年
生
�

各
25
人
�

（
た
だ
し
、
東
郷
西
児
童
ク
ラ

ブ
は
45
人
）
�

実
施
時
間
�

午
後
1
時
30
分
〜
6
時
　
　
　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
休
校

日
を
除
く
）
�

※
夏
休
み
期
間
中
は
午
前
8
時

　
30
分
〜
午
後
6
時
�

負
担
金
�

月
額
4，
0
0
0
円
　
　
　
　
　

（
8
月
は
5，
0
0
0
円
）
�

ま
た
、
児
童
安
全
共
済
加
入
掛

金
と
し
て
年
額
600
円
、
な
ら
び

に
お
や
つ
代
が
月
額
1，
0
0
0

円
程
度
必
要
で
す
。
�

※
金
額
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
�

申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期
間
�

本
庁
児
童
課
お
よ
び
鳳
来
・
作

手
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で

2
月
1
日
（木）
か
ら
16
日
（金）
ま
で

行
い
ま
す
。
�

�

広報しんしろ・ほのか　　2007.2

時�

￥�

第20回奥三河芸能祭�
第10回三遠南信伝統芸能フェスティバル�
飯田線文化Part8

　　生涯学習課�
☎23‐7655

問�申�

飯
田
線
の
旅
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

飯
田
線
の
旅
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
�

特
別
臨
時
列
車
・
新
城
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
レ

特
別
臨
時
列
車
・
新
城
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
レ

イ
ン
〜
早
春
の
平
岡
ダ
ム
湖
畔
を
歩
こ
う

イ
ン
〜
早
春
の
平
岡
ダ
ム
湖
畔
を
歩
こ
う
�

3
月
4
日
（日）（日）
�

長
野
県
天
龍
村
（
為
栗

長
野
県
天
龍
村
（
為
栗-

平
岡
駅
）

平
岡
駅
）
�

220220
人
�

受
付
開
始

受
付
開
始
　
1
月
2222
日
（月）（月）
�

※
参
加
料
が
必
要
で
す

※
参
加
料
が
必
要
で
す
。
�

　
�

新
城
伝
統
芸
能
の
夕
べ

新
城
伝
統
芸
能
の
夕
べ
�

3
月
1010
日
（土）（土）
�

午
後
午
後
7
時
�

新
城
観
光
ホ
テ
ル

新
城
観
光
ホ
テ
ル
�

150150
人
�

無
料
無
料
�

�グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
伝
統
芸
能

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
伝
統
芸
能

を
楽
し
む
会
（
要
申
込
）

を
楽
し
む
会
（
要
申
込
）
�

3
月
1010
日
（土）（土）
・
1111
日
（日）（日）
�

午
前
午
前
9
時
�

桜
淵
運
動
広
場
・
芝
生
広
場

桜
淵
運
動
広
場
・
芝
生
広
場
�

1
日
1
，0
0
0

0
0
0
円
�

飯
田
線
情
報
の
旅

飯
田
線
情
報
の
旅
�

3
月
1010
日
（土）（土）
・
1111
日
（日）（日）
�

午
前
午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後
5
時
�

新
城
文
化
会
館

新
城
文
化
会
館
�

飯
田
線
写
真
展

飯
田
線
写
真
展
�

飯
田
線
関
係
展
示

飯
田
線
関
係
展
示
�

鉄
道
模
型
展
示

鉄
道
模
型
展
示
�

竹
細
工
鉄
道
模
型
展
示

竹
細
工
鉄
道
模
型
展
示
�

奥
三
河
の
伝
統
芸
能
写
真
展
示

奥
三
河
の
伝
統
芸
能
写
真
展
示
�

無
料
無
料
�

�伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

3
月
1111
日
（日）（日）
　
午
後

　
午
後
1
時
�

新
城
文
化
会
館

新
城
文
化
会
館
�

カ
ネ
ト
合
唱
団

カ
ネ
ト
合
唱
団
�

新
城
子
供
歌
舞
伎
（
新
城
市
）

新
城
子
供
歌
舞
伎
（
新
城
市
）
�

新
城
の
狂
言
（
新
城
市
）

新
城
の
狂
言
（
新
城
市
）
�

田
峯
田
楽
（
設
楽
町
）

田
峯
田
楽
（
設
楽
町
）
�

豊
丘
高
等
学
校
和
太
鼓
部
（
豊
橋
市
）

豊
丘
高
等
学
校
和
太
鼓
部
（
豊
橋
市
）
�

盛
岡
の
さ
ん
さ
踊
り
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

盛
岡
の
さ
ん
さ
踊
り
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
�

一
　
般
　
　
　

一
　
般
　
　
　
1
，0
0
0

0
0
0
円
�

小
中
高
生
　
　
　
　
　
　

小
中
高
生
　
　
　
　
　
　
200200
円
�

飯
田
線
の
旅
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
�

特
別
臨
時
列
車
・
新
城
カ
ル
チ
ャ
ー
ト
レ

イ
ン
〜
早
春
の
平
岡
ダ
ム
湖
畔
を
歩
こ
う
�

3
月
4
日
（日）
�

長
野
県
天
龍
村
（
為
栗-

平
岡
駅
）
�

220
人
�

受
付
開
始
　
1
月
22
日
（月）
�

※
参
加
料
が
必
要
で
す
。
�

　
�

新
城
伝
統
芸
能
の
夕
べ
�

3
月
10
日
（土）
�

午
後
7
時
�

新
城
観
光
ホ
テ
ル
�

150
人
�

無
料
�

�グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
伝
統
芸
能

を
楽
し
む
会
（
要
申
込
）
�

3
月
10
日
（土）
・
11
日
（日）
�

午
前
9
時
�

桜
淵
運
動
広
場
・
芝
生
広
場
�

1
日
1，
0
0
0
円
�

飯
田
線
情
報
の
旅
�

3
月
10
日
（土）
・
11
日
（日）
�

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
�

新
城
文
化
会
館
�

飯
田
線
写
真
展
�

飯
田
線
関
係
展
示
�

鉄
道
模
型
展
示
�

竹
細
工
鉄
道
模
型
展
示
�

奥
三
河
の
伝
統
芸
能
写
真
展
示
�

無
料
�

�伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�

3
月
11
日
（日）
　
午
後
1
時
�

新
城
文
化
会
館
�

カ
ネ
ト
合
唱
団
�

新
城
子
供
歌
舞
伎
（
新
城
市
）
�

新
城
の
狂
言
（
新
城
市
）
�

田
峯
田
楽
（
設
楽
町
）
�

豊
丘
高
等
学
校
和
太
鼓
部
（
豊
橋
市
）
�

盛
岡
の
さ
ん
さ
踊
り
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
�

一
　
般
　
　
　
1，
0
0
0
円
�

小
中
高
生
　
　
　
　
　
　
200
円
�

　
3
月
1111
日
（日）（日）
�

　
新
城
文
化
会
館

　
新
城
文
化
会
館
�

�フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

（
午
前

（
午
前
9
時
〜
正
午
）

時
〜
正
午
）
�

�物
産
展

物
産
展
�

（
午
前

（
午
前
9
時
〜
午
後

時
〜
午
後
4
時
）
時
）
�

�フ
リ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
太
鼓
大
集
合

フ
リ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
太
鼓
大
集
合
�

（
午
前

（
午
前
1010
時
〜
正
午
）

時
〜
正
午
）
�

�ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転
会
・
試
乗
会

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転
会
・
試
乗
会
�

（
午
前

（
午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後
2
時
）
時
）
�

�鉄
道
模
型
展
示
運
転
会

鉄
道
模
型
展
示
運
転
会
�

（
Ｎ
・
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
）

（
Ｎ
・
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
）
＆
プ
ラ
レ
ー
ル

＆
プ
ラ
レ
ー
ル

で
遊
ぼ
う

で
遊
ぼ
う
�

（
午
前

（
午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後
5
時
）
時
）
�

　
無
料

　
無
料
�

�そ
ば
打
ち
体
験
教
室
（
要
申
込

そ
ば
打
ち
体
験
教
室
（
要
申
込
）�

（
午
前

（
午
前
1010
時
）
時
）
�

　
材
料
代
　

　
材
料
代
　
700700
円
　
円
　
　
　
　

　
　
　
�

　
3
月
11
日
（日）
�

　
新
城
文
化
会
館
�

�フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

（
午
前
9
時
〜
正
午
）
�

�物
産
展
�

（
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）
�

�フ
リ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
太
鼓
大
集
合
�

（
午
前
10
時
〜
正
午
）
�

�ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転
会
・
試
乗
会
�

（
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
）
�

�鉄
道
模
型
展
示
運
転
会
�

（
Ｎ
・
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
）
＆
プ
ラ
レ
ー
ル

で
遊
ぼ
う
�

（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）
�

　
無
料
�

�そ
ば
打
ち
体
験
教
室
（
要
申
込
）�

（
午
前
10
時
）
�

　
材
料
代
　
700
円
　
　
　
　
�

時�所�定�時�所�定�所�定� ￥�

￥� 時�所�内�時�所�内�

￥� ￥� 時�所�

問�内�

所�

申�

本�鳳�作�

対�定�

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
�

問�

申�

時�所�内�講�

あ
い
�
こ
�

内�講�

対�定�￥�

ま
さ
�
え
�

児
童
ク
ラ
ブ
加
入
児
童
�



�　
�

�
循
環
社
会
推
進
課
�

☎
23
‐
7
6
7
7
�

�　
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
を
促

進
す
る
た
め
、
推
進
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
�

応
募
要
件
�

（
次
の
事
項
を
す
べ
て
満
た
す
方
）�

・
県
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
�

・
年
齢
満
20
歳
以
上
�

　
（
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
）
�

・
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
熱

　
意
が
あ
る
こ
と
�

本
庁
循
環
社
会
推
進
課
に
応
募

申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
�

2
月
20
日
（火）
�

※
活
動
の
詳
細
な
ど
は
循
環
社

　
会
推
進
課
に
問
い
合
わ
せ
て

　
く
だ
さ
い
。
�

����

建
設
課
�

☎
37
‐
2
2
1
1
�

都
市
計
画
課
�

☎
23
‐
7
6
4
0
�

建
設
課
�

☎
32
‐
1
9
7
7
�

　
�

《
若
者
定
住
促
進
住
宅
》
杉
平
住
宅
�

入
居
資
格
�

①
〜
④
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方
�

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
婚
姻
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
現
在
婚
約

中
で
3
カ
月
以
内
に
婚
姻
す
る

予
定
の
方
�

②
男
女
い
ず
れ
も
40
歳
未
満
の

方
�

③
住
宅
退
去
後
も
引
き
続
き
市

内
に
居
住
を
希
望
す
る
方
�

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
�

入
居
期
間
　
5
年
以
内
�

所
在
地
　
作
手
杉
平
字
本
郷
�

家
賃
　
月
額
1
8，
0
0
0
円
�

（
敷
金
は
家
賃
の
3
カ
月
分
）
�

募
集
戸
数
　
1
戸
�

申
込
み
受
付
期
間
�

2
月
1
日
（木）
〜
9
日
（金）
�

　
詳
し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

※
中
堅
所
得
者
を
対
象
と
し
た

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　
城
山

　
ハ
イ
ツ
（
作
手
高
里
字
松
風
呂
）

　
で
も
入
居
者
を
募
集
し
て
い

　
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
問
い

　
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�

���　
新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

　
☎
23
‐
8
7
0
0
�

�
商
品
の
不
当
取
引
や
表
示
価
格

動
向
の
監
視
・
通
報
、
消
費
者

行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
・

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
モ
ニ
タ

ー
研
修
会
な
ど
�

県
内
に
住
ん
で
い
る
満
20
歳
以

上
の
方
（
公
務
員
・
公
職
者
は

除
く
）
�

任
期
�

　
4
月
の
依
頼
日
か
ら
平
成
20

　
年
3
月
末
日
ま
で
�

募
集
期
間
�

　
1
月
29
日
（月）
〜
2
月
14
日
（水）
�

応
募
方
法
�

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、
ま
た
は
本

庁
商
工
観
光
課
で
配
布
す
る
応

募
用
紙
に
記
入
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。�

��
����

��福
祉
課
�

☎
23
‐
7
6
2
4
�

市
民
福
祉
課
�

☎
32
‐
1
9
8
2
�

市
民
福
祉
課
�

☎
37
‐
2
2
1
1
�

�　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

（
11
月
分
〜
平
成
19
年
1
月
分
）

を
2
月
9
日
（金）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。�

※
転
居
・
転
出
・
長
期
入
院
な
ど

　
の
際
は
、
本
庁
福
祉
課
ま
た
は
、

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
の

　
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。
�

��

児
童
課
�

☎
23
‐
7
6
2
2
�

市
民
福
祉
課
�

☎
32
‐
1
9
8
2
�

市
民
福
祉
課
�

☎
37
‐
2
2
1
1
�

�　
児
童
手
当
（
10
月
分
〜
平
成
19

年
1
月
分
）
を
2
月
5
日
（月）
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
は
金
融
機
関
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
�

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の

　
際
は
、
本
庁
児
童
課
ま
た
は
、

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
の

　
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。
�

�������
　
株
式
会
社
郵
宣
企
画
　
　
　

　
☎
0
6
‐
6
3
0
5
‐
2
3
7
6
�

　
企
画
課
　
　
　
　
　
　
　
　

　
☎
23
‐
7
6
2
0
�

�　
事
業
経
費
の
削
減
を
目
指
し
て
、

広
告
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
�

　
本
庁
市
民
課
の
窓
口
、
お
よ

び
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
の

窓
口
に
置
い
て
あ
る
、
証
明
書

な
ど
を
持
ち
帰
る
た
め
に
使
用

す
る
封
筒
に
、
広
告
を
掲
載
し
ま

す
。
「
広
告
掲
載
期
間
」
は
平
成

19
年
5
月
か
ら
1
年
間
の
予
定

で
す
。
広
告
主
は
、
広
告
代
理
店

が
募
集
し
ま
す
。
�

���　
新
城
図
書
館
　
　
　
　
　
　

　
☎
23
‐
2
3
3
3
�

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

�

�《
本
の
紹
介
》
�

・
「
世
界
は
村
上
春
樹
を
ど
う

　
読
む
か
 :

 A
W
ild
H
arukiC

hase

」
�

　
　
　
　

国
際
交
流
基
金
企
画
�

　
　
　
　
　
　
柴
田
元
幸
他
編
�

　
カ
フ
カ
賞
受
賞
作
家
・
村
上

春
樹
の
作
品
は
、
世
界
の
視
点
で
、

ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
村
上
春
樹
の
人

気
に
迫
る
内
容
で
す
。
�

・
「
マ
ー
リ
ー

世
界
一
お
バ
カ

　
な
犬
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
�

　
　

ジ
ョ
ン
・
グ
ロ
ー
ガ
ン
著
�

　
　
　
　
　
　
　
古
草
秀
子
訳
�

　
さ
さ
や
か
な
無
名
の
作
品
と

し
て
登
場
し
、
読
者
や
書
店
員

か
ら
愛
さ
れ
て
じ
わ
じ
わ
と
全

米
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
登
り
つ
め
た
、

名
作
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
�

・
「
か
ぼ
ち
ゃ
ス
ー
プ
」
�

・
「
こ
し
ょ
う
で
き
ま
り
」
�

　
　
　

ヘ
レ
ン
・
ク
ー
パ
ー
作
�

　
　
　
　
　
　
せ
な
あ
い
こ
訳
�

　
『
ケ
イ
ト
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ

イ
賞
』（
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た

絵
本
の
中
か
ら
、
優
れ
た
作
品
の

画
家
に
贈
ら
れ
る
賞
）
1
9
9
9

年
受
賞
作
品
で
す
。
�

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
�

推
進
員
�

問�応�〆�
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市
営
若
者
定
住
促
進
住
宅
�

入
居
者
�

問�
申�

作�本�鳳�

問�
図
書
館
だ
よ
り
�

HP

し
ば
�
た
�

も
と
�ゆ
き
�

ふ
る
�く
さ
�

ひ
で
�
こ
�

問�

本�鳳�作� 特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
�

振
込
み
�

問�

本�鳳�作� 児
童
手
当
の
振
込
み
�

問�
窓
口
用
封
筒
が
広
告
付
き
�

に
な
り
ま
す
�

問�

本�

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
�

問�内�対�
http://w

w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in/�
shohiseikatsu/m

onitor/



����　
生
涯
学
習
課
　
　
　
　
　
　

　
☎
23
‐
7
6
5
3
�

�　
平
成
18
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
、
鳳
来
寺
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
を
通
し
て

の
地
域
交
流
・
世
代
交
流
・
児

童
の
健
全
育
成
な
ど
の
取
組
み

の
実
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

����

介
護
高
齢
課
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
7
6
8
8
�

�　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
所

得
税
法
施
行
令
と
地
方
税
法
施

行
令
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
の
ほ
か
、
身
体
障
害

者
に
準
ず
る
方
な
ど
と
し
て
、
市

長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
、

障
害
者
控
除
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。�

　
障
害
者
控
除
の
認
定
を
受
け

る
に
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。
�

　
市
の
要
介
護
認
定
で
、
要
介

護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
一
定
の
条
件
を
満
た
す

方
は
、
該
当
し
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
本
庁
介
護
高
齢
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�

��　
　
農
業
振
興
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
3
2
�

　
　
循
環
社
会
推
進
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
2
9
�

　
�

　
豊
田
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町

な
ど
で
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
�

　
市
で
も
、
い
つ
ク
マ
に
遭
遇

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
山
へ
入
る
時
は
、
鈴
や
笛
、

ラ
ジ
オ
な
ど
で
音
を
出
し
て
人

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
生
ゴ

ミ
を
放
置
し
な
い
な
ど
の
対
策

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
�

　
万
が
一
ク
マ
と
遭
遇
し
た
場

合
は
、
大
声
で
叫
ん
だ
り
、
早

い
動
き
は
避
け
た
り
し
て
く
だ

さ
い
。
�

�����

県
立
岡
崎
盲
学
校
 
�

☎
0
5
6
4
‐
52
‐
1
2
8
2
�

�　
「
目
の
前
で
お
も
ち
ゃ
を
見

せ
て
も
、
目
で
追
っ
た
り
、
つ

か
も
う
と
し
た
り
し
な
い
」
「
物

に
よ
く
ぶ
つ
か
る
」
「
絵
本
や

テ
レ
ビ
に
極
端
に
目
を
近
づ
け

て
見
る
」
「
教
科
書
や
黒
板
の

文
字
が
見
え
に
く
い
」
な
ど
、

子
ど
も
の
症
状
で
悩
ん
で
い
る

保
護
者
の
方
、
ま
た
は
、
病
気
や

事
故
で
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、

視
力
を
失
っ
た
り
し
た
方
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

　
本
校
で
は
、
見
え
に
く
い
こ

と
や
、
見
え
な
い
こ
と
で
困
っ

て
い
る
方
々
の
生
活
や
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
無
料
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
い

て
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
　
　
　

　
�

【
教
育
相
談
】家
庭
で
の
育
て
方
、

勉
強
を
す
る
上
で
の
配
慮
の
仕

方
な
ど
視
覚
障
害
児
（
者
）
へ
の

支
援
の
方
法
を
お
知
ら
せ
し
て
、

お
子
さ
ん
が
不
自
由
に
負
け
な

い
で
成
長
す
る
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
目
が
不

自
由
な
た
め
学
校
の
勉
強
で
困

っ
て
い
る
こ
と
、
学
習
環
境
の

整
備
や
視
覚
補
助
具
の
活
用
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
巡
回
指
導
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
本
校
高
等
部
に
は
、
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
を
養
成
し
て
社
会
自

立
を
め
ざ
す
課
程
が
あ
り
、
入
学

の
相
談
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

※
申
し
込
み
は
電
話
で
予
約
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

���　
新
城
警
察
署
　
　
　
　
　
　

　
☎
22
‐
0
1
1
0
�

�　
愛
知
県
警
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
地
域
安
全
活

動
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

事
件
・
不
審
者
な
ど
に
関
す
る

情
報
と
皆
さ
ん
の
安
全
に
役
立

つ
情
報
を
、
携
帯
電
話
向
け
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
パ
ト
ネ
ッ
ト
あ

い
ち
」
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。�

　
あ
な
た
の
街
で
起
こ
っ
た
事
件
・

　
不
審
者
な
ど
の
情
報
を
メ
ー

　
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。
�

　
「
安
全
」
・
「
安
心
」
に
役
立

　
つ
情
報
を
定
期
的
に
お
届
け

　
し
ま
す
。
�

　
登
録
し
た
い
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
�

　m
.patnet@

cep.jp

�

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。
�

　
送
信
す
る
前
に
、
メ
ー
ル
受

信
制
限
し
て
い
る
方
は
、
受
信

設
定
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
�

発
行
し
ま
す
�

問�

本� 優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
�

大
臣
表
彰
を
鳳
来
寺
小
�

学
校
P
T
A
が
受
賞
�

問�

問�
新
城
警
察
署
便
り
�
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ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
�

問�

本�本�

問
い
合
わ
せ�

愛
知
労
働
局
基
準
部
賃
金
課
　
�

☎
0
5
2
‐
972
‐
0
2
5
7
　
　
�

　http://w
w
w
.aichi-rodo.go.jp

豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
　
　
　
�

☎
0
5
3
2
‐
54
‐
1
1
9
2

HP
県
の
最
低
賃
金
は
694
円
で
す
�

（
平
成
18
年
10
月
1
日
改
正
）
�

※
産
業
別
最
低
賃
金
は
、
各

　
業
種
事
業
場
で
働
く
労
働

　
者
（
一
部
適
用
除
外
労
働

　
者
あ
り
）
に
適
用
さ
れ
ま

　
す
。
�

ま
た
、
県
の
最
低
賃
金
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
�

　
染
色
整
理
業
の
最
低
賃
金
�

　
は
722
円
で
す
。
�

他�

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業�

一般機械器具製造業�
�

電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・�
デバイス製造業�

計量器・測定器・分析機器・試験機、光学機械�
器具・レンズ、時計・同部品製造業�

輸送用機械器具製造業�

各種商品小売業�

自動車（新車）、自動車部分品・附属品小売業�

819円�

805円�

768円�

759円�

812円�

757円�

792円�

産業別最低賃金� （平成18年12月16日改正）�▼�

目
の「
見
え
方
」
に
つ
い
て
�

お
悩
み
の
方
や
、
�

お
困
り
の
方
へ
�

問�
申�

愛
知
県
の
最
低
賃
金
の
�

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
�
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よ
り
広
く
、
よ
り
楽
し
く
、
　
　
　
　�

女
性
の
力
で
「
新
城
」
を
力
づ
け
た
い�

　
　
年
2
月
の
終
わ
り
に
1
週
間
か
け
て
行

　
　
わ
れ
る
「
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
」
は
、

昨
年
か
ら
市
の
合
併
に
伴
っ
て
、
行
政
、
商

業
・
観
光
事
業
者
と
連
携
し
、
広
域
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。�

　
　
ー
ン
は
、
新
城
文
化
会
館
で
展
示
さ
れ�

　
　
　
ひ
な�

　
　
る
雛
人
形
や
節
句
人
形
の
展
示
で
す
が
、

「
節
句
ま
つ
り
」
を
キ
ー
ワ
ー�

ド
に
、
創
作
雛
の
開
発
・
販
売
、

雛
の
折
り
紙
講
習
会
、
着
物
リ

メ
イ
ク
シ
ョ
ー
、
温
泉
巡
り
雛

談
義
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。�

　
　
行
委
員
会
が
毎
年
設
置
さ

　
　
れ
、
節
句
ひ
な
サ
ロ
ン
は
、

そ
の
応
援
団
兼
実
行
部
隊
と
し

て
「
ま
つ
り
」
を
支
え
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
準
備

や
運
営
に
携
わ
る
ほ
か
、
「
桃�

と
端
午
の
節
句
」
に
ち
な
ん
だ
「
つ
る
し
飾
り
」�

の
製
作
講
習
会
、
会
員
間
の
情
報
交
換
の
場
「
魔�

女
の
井
戸
端
会
議
」
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
戸
端
会
議
で
は
、
手
作
り
の
一
品
を
持
ち

　
　
寄
り
の
話
し
合
い
か
ら
、
女
性
の
発
想
か

ら
節
句
ま
つ
り
を
行
う
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
て
く
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
つ
る
し
飾
り

の
製
作
を
通
じ
た
交
流
や
、
自
分
の
製
作
し
た

も
の
が
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
彩
り
を
添
え
、

新
城
の
地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
、
さ
ら

に
そ
れ
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
新
城

に
住
む
こ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。�

（
取
材
・
ア
キ
ラ
）�

毎�メ�実�

井�

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会�
http://shinshirosimin.hamazo.tv/

代 表 者　筏津浩子（いかだつひろこ）�
　　　　　（会員120人）�
設　　立　平成13年�
活動内容　①「しんしろ節句まつり」�
　　　　　　　　企画・運営ボランティア活動�
　　　　　②「つるし飾り」製作講習会�
　　　　　　　（毎月第３水曜日・新城文化会館）�
　　　　　③魔女の井戸端会議　ほか�
連 絡 先　筏津浩子　電話･ファックス　26－0146�
年 会 費　1,000円�

東
三
河
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト�

h
ttp
:/
/w
w
w
.g
e
n
k
i3
6
5
.c
o
m
/
d
o
su
g
o
i/

登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
は
３５０
団
体
以
上
！！�

市
民
活
動
団
体
の
基
本
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
情
報
、�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
な
ど
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。�

ＱＲコード�
　お手軽にアクセス�
　できます。�

東
三
河
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た�

携
帯
電
話
か
ら
も
「
ど
す
ご
い
ネ
ッ
ト
」�

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

手
元
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
、
お
手
軽
に
東�

三
河
で
活
動
す
る
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
ボ�

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で�

き
ま
す
。�

http
://g
e
n
k
i3
6
5
.n
e
t/
g
n
k
h0
2
/
i/

　
情
報
を
載
せ
て
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
け
れ
ど
パ
ソ
コ
ン
が
な�

い
方
や
、
利
用
の
仕
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
方
、
興
味
が
あ
っ�

て
詳
し
い
話
を
聞
き
た
い
方
な
ど
は
、
本
庁
行
政
課
ま
で
ご
連�

絡
く
だ
さ
い
。�

行
政
課
　
　
1
２３
│

７
６
１
１�

　
　
　
　
　
6
２３
│

２
０
０
２�

　
　
　
　
　E

-m
a
il

　gyo
u
se
i@
c
ity.sh

in
sh
iro
.lg
.jp

本�

二
カ
月
間
に
わ
た
り
募
集
し
た
サ
イ
ト
の
愛
称
が
、�

ど
す
ご
い
ネ
ッ
ト

に
決
定
し
ま
し
た
。�

優
秀
賞
・
特
別
賞
受
賞
者
は
、
サ
イ
ト
で
発
表
し
て
い
ま�

す
。
情
報
盛
り
だ
く
さ
ん
の
「
ど
・
す
ご
い
」
サ
イ
ト
を�

目
指
し
ま
す
。�

節句ひなサロン�

市民の�
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※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
い
き
た
い
！！
�

留花ちゃん�

る� か�

平成17年4月21日生�

「はじめてコップで　　　　　�
自分で飲んだよ！�

　　　　　　　　おいし～☆」�

父　北川　哲也　さん�
　　　　　　ゆ　い�
母　　　　由惟　さん（新城･弁天）�

テーマパーク　ラグナシア�
『地元優待キャンペーン』�　

11
月
14
日
c
か
ら
19
日
a
ま
で
の
6
日
間
、
イ
ン
ド
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
で
、
第
14
回
ア
ジ

ア
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
男
子
が
45
歳
以
上
、
女
子
が
35
歳
以
上
の
選
手
が
参
加
し
、
ア
ジ
ア
16
カ�

国
か
ら
約
1，
5
0
0
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
浅
谷�

　
　
　
　
　
し
げ
　お�

地
区
の
杉
山
茂
生
さ
ん
（
70
歳
）
が
、
男
子
70
歳
以
上
走
り
高

跳
び
の
部
に
出
場
し
、
1
メ
ー
ト
ル
38
セ
ン
チ
の
大
会
新
記
録

を
出
し
優
勝
し
ま
し
た
。
杉
山
さ
ん
は
「
70
歳
に
な
っ
て
か
ら

は
、
練
習
で
は
1
メ
ー
ト
ル
30
セ
ン
チ
ま
で
し
か
跳
べ
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
大
会
新
記
録
で
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
身
長
180
セ
ン
チ
の
長
身
を
い
か
し
、
高
校
時
代
か
ら
高
跳
び

を
始
め
た
と
い
う
杉
山
さ
ん
。
普
段
か
ら
新
城
総
合
公
園
で
練

習
し
、
月
に
3
回
程
度
「
新
城
陸
上
教
室
」
で
子
ど
も
た
ち
に

走
り
高
跳
び
を
教
え
な
が
ら
、
自
ら
も
そ
こ
で
汗
を
流
し
、
楽

し
ん
で
い
ま
す
。�

　
「
100
歳
以
上
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
方
も
い
る
の
で
、
私
も
生

涯
現
役
で
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
杉
山
さ
ん

は
、
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。�

（右）　涼くん�

りょう�

かえで�
平成12年8月14日生�

（左）　楓くん� 平成15年10月11日生�

「今日も　　　　　　　　　　　　�
ボウケンジャーパジャマで�

　　　　　　　いい夢みま～す！」�

父　土谷　靖雄　さん�
母　　　　純子　さん（新城･諏訪）�

　　　　　　　ラグーナ蒲郡　1０５３３－５８－２７００�
�
　ラグーナ蒲郡では、近隣市町村の皆さんの日�
ごろのご理解・ご協力に感謝して、テーマパー�
ク「ラグナシア」の入園料金を、50パーセント�
割引とする特別優待キャンペーンを実施します。�
期　　間　 2月 3日g～28日d�
特　　典　期間中、下記の「対象地域」に住ん�
　　　　　でいるか、勤めている、あるいは通�
　　　　　学している皆さんは、ラグナシアの�
　　　　　入園料金が50パーセント割引になり�
　　　　　ます。同伴の方は、 4人まで対象と�
　　　　　なります。�
　※アトラクション利用などは割引対象外とな�
　　ります。�
対象地域　東三河の市町村および岡崎市、幸田�
　　　　　町、幡豆町、吉良町、一色町�
ご 注 意　チケット購入時に、住所、勤務先あ�
　　　　　るいは通学先の証明ができるものを�
　　　　　ご提示ください。�
　※その他の割引および優待券との併用はでき�
　　ません。�

問い合わせ�

　市内在住の１歳から小学校入学�
　前までのお子さん��
　・コメント（お子さんが話して�
　　いるものを50字程度で）�
　・写真�
　・お子さんの氏名（かな）・生�
　　年月日・ご両親の名前�
　・応募者の住所・氏名・電話番�
　　号を記入し、郵送またはＥメ�
　　ールでお送りください。��
　郵送の場合�
　　〒４４１－１３９２�
　　秘書広報課�
　　「集まれ！ちびっ子広場」係�
　Ｅメールの場合�
　　info@city.shinshiro.lg.jp�
　　「集まれ！ちびっ子広場」係�

対�

応�



�����������������������������������

��大
腸
が
ん
検
診
�

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

自
宅
で
2
日
間
便
を
採
り
、
提

出
す
る
�

2
月
16
日
（金）
�

300
円
�

※
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
検
査

　
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
検
査
）
�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
37
‐
2
8
3
9
�

�
2
月
1
日
（木）
〜
16
日
（金）
�

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

自
宅
で
3
日
間
た
ん
を
採
り
、

提
出
す
る
�

400
円
�

※
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
で
直
接

　
検
査
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し

　
ま
す
。
�

�乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
�

（
要
申
込
）�

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
2
月
26
日
（月）
�

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

乳
が
ん
検
診
・
骨
密
度
測
定
�

1，
3
0
0
円
�

※
片
方
の
み
の
受
診
は
、
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
。
�

�

��赤
ち
ゃ
ん
貧
血
教
室（
要
申
込
）�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
37
‐
2
8
3
9
�

�
2
月
11
日
（日）
�

午
前
10
時
〜
正
午
�

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

講
話
「
赤
ち
ゃ
ん
の
貧
血
に
つ

い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貧
血
検
査
（
希
望
者
の
み
）
�

0
歳
か
ら
2
歳
未
満
ま
で
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
　
　
　
�

わ
た
な
べ
小
児
科
�

渡
邊
次
夫
医
師
�

　
　
　
　
　
�

に
こ
に
こ
広
場（
要
申
込
）�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
37
‐
2
8
3
9
�

�
2
月
11
日
（日）
�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

講
話
「
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

と
そ
の
対
処
法
」
「
こ
の
時
期

に
気
を
付
け
た
い
子
ど
も
の
病

気
」
�

わ
た
な
べ
小
児
科
�

渡
邊
次
夫
医
師
�

�機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）�

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
2
月
22
日
（木）
�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方
�

リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
脳
の
活
性
化
、

血
圧
測
定
、
健
康
相
談
な
ど
�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
37
‐
2
8
3
9

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

問�問�時�所�内�￥� 所�問�時�所�内�￥�

問�時�所�対� 内�

内�〆�￥�

⑪

『
国
指
定
　
名
勝
天
然
記
念
物
　
乳
岩
と
乳
岩
峡
』
�

ち
�
い
わ
�

　
鳳
来
教
育
課
�

　
☎
32
‐
0
5
1
5

●�問�
鳳�

つ
ぎ
�
お
�

講�問�時�所�内�講�問�時�所�対�内�

　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
三
河
川
合
駅

で
下
車
し
、
北
に
向
か
う
と
宇

連
川
と
乳
岩
川
の
合
流
点
に
な

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
乳
岩
川
に

沿
っ
た
渓
谷
を
乳
岩
峡
と
い
い

ま
す
。
清
流
に
洗
わ
れ
た
白
い

河
床
を
見
な
が
ら
2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、
車
道
は
終

わ
り
、
桟
敷
岩
が
現
れ
ま
す
。

幅
4
〜
9
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は

100
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
侵
食
段
丘

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
苔
む
し
た
巨
岩
を
ぬ

っ
て
進
む
と
、
空
が
開
け
、
目

の
前
に
乳
岩
の
岩
壁
が
姿
を
現

し
ま
す
。
�

　
乳
岩
と
乳
岩
峡
は
、
昭
和
9

年
に
国
の
名
勝
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。一
帯
は
流
紋

岩
質
凝
灰
岩
が
分
布
し
、
そ
れ

を
乳
岩
川
が
削
っ
て
深
さ
200
〜

300
メ
ー
ト
ル
の
Ｖ
字
谷
を
作
っ

て
い
ま
す
。
�

　
675
メ
ー
ト
ル
の
乳
岩
山
に
は

い
く
つ
か
の
洞
窟
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
最
大
の
も
の
が
乳
岩
で
、

凝
灰
岩
中
に
含
ま
れ
る
石
灰
分

が
溶
け
出
し
て
天
井
部
に
乳
房

状
の
鍾
乳
石
を
作
っ
て
お
り
、

乳
岩
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
山
頂
近
く
に
は
、
通
天

橋
・
極
楽
門
と
も
い
わ
れ
る
天

然
石
橋
が
あ
り
、
見
る
人
を
圧

倒
し
ま
す
。
�

　
渓
谷
美
と
奇
岩
が
織
り
な
す

絶
景
は
、
訪
れ
た
人
々
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
�

�

こ
け
�

ど
う
�く
つ
�

さ
じ
き
�
い
わ
�

天然石橋�
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12月届出分�
12月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。�
届出人の承諾を得て掲載させていただいています。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）�

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区
�

市内の交通事故状況�
区�

件�

死傷者（人）�

死　者� 負傷者� 計�

人身�
事故�
件数�

物損�
事故�
件数�

17年�

18年�

増減�

17年�

18年�

増減�

分�

12月中�

累計�
12月末�
現在�

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
�

く

す

り

安

心

電

話

�

　
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
３６５
日
２４
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
�

☎
２２-

1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関

す
る
緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど
�

新
城
薬
剤
師
会
�

問
い
合
わ
せ
�

開
設
時
間
�

午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時
�

☎
0
9
0-

5
0
0
7-

1
2
0
0

ｈｔｔｐ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｑｑ
．ｐｒｅｆ

．ａｉｃｈｉ．ｊｐ
/
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相 談 名 な ど � と　　　　　　き� と こ ろ � 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ �

※�

新城設楽児童相談センター�☎23-7366児 童 相 談 �毎週月～金曜日　（要予約）� 新城設楽児童相談センター�

2月の各種相談� ※印は前々日までにご予約ください�

新城保健センター�☎23-8551一 般 健 康 相 談 �2/5（月）　午前9時　（要予約）� 新城保健センター�

新城保健センター�☎23-8551こ こ ろ の 健 康 相 談 �2/5（月）　午前10時　（要予約）� 新城保健センター�

新城保健センター�☎23-8551育 児 相 談 �2/20(火)　午前9時30分　（母子手帳持参）� 新城保健センター�

指 導 室 �☎23-7652教 育 相 談 �毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）� 市民体育館教育相談室�

司 法 書 士 会 �☎22-4076
2/8（木）　午前10時～午後3時　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

登 記 法 律 相 談 �
2/23（金）　午前10時～午後3時　（要予約）� 作手開発センター�

法 律 相 談 �

社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553心 配 ご と 相 談 �2/7（水）、21（水）　午後1時～4時� 鳳来開発センター�

社会福祉協議会�☎23-56182/2（金）、16（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

社会福祉協議会作手センター�☎38-14812/13（火）　午後1時～4時� 作手開発センター�

フリーダイヤル�☎0120-874-412女性悩みごと電話相談�2/13（火）、27（火）　午前10時～午後2時� 行 政 課 �

社会福祉協議会�☎23-5618身体障害者福祉相談�2/9（金）、23（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

商 工 観 光 課 �☎23-7634消 費 生 活 相 談 �2/20（火）　午後1時～4時� 勤労青少年ホーム�

保 険 医 療 課 �☎23-7625年 金 相 談 �2/27（火） 午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状が必要� 勤労青少年ホーム�

都 市 計 画 課 �☎23-7640

（鳳）建　設　課�☎32-1977

2/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）� 勤労青少年ホーム�
無 料 住 宅 耐 震 相 談 �

2/10（土）　午前9時～正午　（要予約）� 鳳来総合支所２階第２会議室�

新城まちなみ情報センター�☎24-0001パソコン悩みごと相談�毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）� 新城まちなみ情報センター�

鳳来保健センター�☎32-2811健 康 相 談 �毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811能登瀬いきいき広場�2/21(水)　午後1時30分　（健康手帳持参）� 東部高齢者生きがいセンター�

鳳来保健センター�☎32-2811出 張 す こ や か 相 談 �2/14(水)　午前10時　（母子健康手帳持参）� 山吉田高齢者生きがいセンター�

鳳来保健センター�☎32-2811す こ や か 相 談 �2/28（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

市 民 課 �☎23-76282/13（火）　午後1時～4時� 市民体育館第１・２会議人 権 行 政 相 談 �

2/14（水）、28（水）　午後1時～4時　（要予約）� しんしろ福祉会館相談室� 社会福祉協議会�☎23-5618

2/14（水）　午後1時～4時　（要予約）� 鳳来センター� 社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553
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黄
柳
野
小
学
校（
児
童
数
22
人
）�

広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび�
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

発
行
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新
城
市
役
所
・
編
集
／
秘
書
広
報
課
�

〒
441-1392　

愛
知
県
新
城
市
字
東
入
船
6
-1
�

�
0536（

2
3
）1
1
1
1
　
�
0536（

2
3
）7
2
9
6

広
報
し
ん
し
ろ
�

N
o
.1
6
　
平
成
1
9
年
2
月
号
�

　
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
ろ
!!
つ
く
し
ん
ぼ
う
は
、
今
月
号
で
、
市
内
２６
校
す
べ
て

の
紹
介
を
終
え
ま
し
た
。
来
月
号
か
ら
、
市
民
編
集
員
が
こ
の
ペ
ー
ジ
の
制

作
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
�

鳳
来
東
小
学
校（
児
童
数
29
人
）�

No.13No.13

地
域
か
ら
い
た
だ
く
先
人
の
知
恵
、�

豊
か
な
自
然
、心
に
響
く
体
験
が
、学
校
の
宝
�

「
未
来
へ
つ
な
ご
う
　
黄
柳
野
の
き
ず
な
」
�

　
　
　
　
　
25
周
年
だ
よ
　
全
員
集
合
！
�

「紙すき」�

「アルプホルン」�

広報しんしろ・ほのか　　2007.2

ほ
う
�

ひ
が
し
�

ら
い
�

つ
�

げ
�

つ
�

げ
�

の
�
の
�

����　
市
の
東
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
本
校
は
、

恵
ま
れ
た
自
然
や
伝
統
を
生
か
し
た
個
性

の
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
�

�●
朝
は
、
高
学
年
が
吹
く
ア
ル
プ
ホ
ル
ン

の
音
色
で
始
ま
り
ま
す
。
高
い
音
が
出
る

ま
で
に
た
く
さ
ん
の
練
習
が
必
要
で
す
。

行
事
の
始
ま
り
、
終
わ
り
に
も
ホ
ル
ン
を

吹
き
ま
す
。
�

�●
地
域
の
方
と
山
に
入
り
、
が
ん
ぴ
を
採

集
し
、
皮
を
む
き
、
ゆ
で
た
り
た
た
い
た

り
し
て
、
手
す
き
和
紙
を
作
り
ま
す
。
絵

手
紙
の
は

が
き
を
作

っ
た
り
、

卒
業
証
書

を
作
っ
た

り
し
ま
す
。

世
界
に
一

枚
し
か
な

い
手
す
き

和
紙
の
卒

業
証
書
は
、

卒
業
生
の

宝
物
で
す
。�

※
が
ん
ぴ（
雁
皮
）…
ジ

ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
落
葉

低
木
。
樹
皮
の
繊
維
は

和
紙
の
原
料
と
な
る
。
�

�●「
川
に
親
し
む
会
」で
は
、

全
校
児
童
が
宇
連
川
と
亀

淵
川
で
泳
い
だ
り
、
魚
を

取
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま

す
。
高
学
年
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
川
の
水
質
や
水
生
生

物
を
調
べ
て
い
ま
す
。
�

�　
昭
和
４８
年
４
月
に
池
場
、
川
合
、
名
号

地
区
の
小
学
校
と
し
て
発
足
し
て
３４
年
。

地
域
の
学
校
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
親
子
で
参
加
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
夏
」

講
座
、
親
子
ス
キ
ー

教
室
、
読
み
聞
か
せ

「
ほ
る
ん
の
詩
」
活

動
な
ど
地
域
・
家
庭
・

学
校
が
連
携
し
、
特

色
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
�
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●�鳳来東小学校�

川合�
保育園�

三河川合�

JR飯
田線
� 智蔵院�

亀淵川�

郵便局�

名号�

宇連川�

※
�

　
１１
月
１９
日
（日）
、「
第
２５
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
�

　
午
前
中
は
、１
･
２
年
生
と
お
年
寄
り
に

よ
る「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
、カ
ル
タ
や
お
手
玉
、

剣
玉
で
遊
び
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
の
味
」で

は
、３
〜
６
年
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
協
力
し

て
、五
平
も
ち
、ね
ぎ
ま
、と
ん
汁
、お
し
る
こ
、

も
ち
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。そ
し
て
、作
っ
た

も
の
で
地
域
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
会
食

を
し
ま
し
た
。
�

　
午
後
は
学
芸
会
で
す
。
各
学
級
の
劇
、全

校
で
行
う
オ
ペ
レ
ッ
タ「
カ
ヤ
の
木
は
知
っ
て
い

た
」
、読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
」の
合
唱
、２５
周

年
記
念
と
し
て
、

郷
土
史
に
詳

し
い
地
元
の
安

形
さ
ん
に
よ
る

「
昭
和
の
黄
柳

野
」の
お
話
な
�

ど
、多
く
の
人

に
見
た
り
、聞

い
た
り
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
�

　
体
育
館
の

半
分
を
使
っ
て

の「
作
品
展
」

で
は
、
児
童

の
工
作
や
絵
、

習
字
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
の

手
芸
品
、
地

元
の
方
の
リ

ー
ス
、
絵
手
�

紙
、
写
真
な
ど
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、老
人
会
の

農
産
物
展
も
同
時
に

行
わ
れ
、白
菜
、大
根
、

水
菜
、ね
ぎ
な
ど
立

派
な
野
菜
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
�

　
テ
ー
マ「
未
来
へ
つ

な
ご
う
黄
柳
野
の
き

ず
な
」に
あ
る
よ
う
に
、

児
童
が
地
域
の
よ
さ

を
い
つ
ま
で
も
持
ち

続
け
る
た
め
「
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
は
大

切
な
行
事
の
一つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
�

「ふるさとの味作り」�

「作品展・農産物展」� オペレッタ「カヤの木は知っていた」�

う
�

れ
�

か
め
�

ぶ
ち
�

「川に親しむ会」�

●�黄柳野小学校�
黄柳野高校�

黄柳野ツゲ自生地�

陣座峠�
福津峠�

吉川峠�
黄柳川�
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